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■語尾の使い方について 

文章の表現（語尾の記述）については、実施主体や計画の熟度にしたがって、以下のように整理を考えております。 

表現方法 実施主体など 計画熟度 

～めざします。 市民・事業者・市の協働 ●目標、方向性に関する事項 

～進めます。 市が主体 
●すでに事業着手されている事項 

●おおむね 10年以内に取り組む事項 

～努めます。 市が主体 
●目標達成に時間がかかるが、継続して取り組

んで行く事項 

～検討します。 主体が決定していない 
●目標の実現に向けて、庁内・関係機関・市民

との協議・調整・検討が必要な事項 

～誘導します。 

～促進します。 

市が市民、事業者の取り組

みを誘導・促進 

●すでに事業着手されている事項 

●おおむね 10年以内に取り組む事項 

～支援します。 
市が市民・事業者の活動を

支援 

●すでに事業着手されている事項 

●おおむね 10年以内に取り組む事項 
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注）本計画書での元号 

天皇の退位等にかんする皇室典範特例法（平成２９年法律第６３号）が、平成３１年４月３０日に施行

され、天皇陛下が御退位されます。御退位による皇位の継承が行われ、元号が改められますが、現段階

においては、元号法（昭和５４年法律第４３号）の規定による法令の改正が行われていないため、本計

画における元号の表記は「平成」を用いることとし、改元後は新元号に読み替えるものとします。 

※この資料は、現時点での計画（案）です。 
 

○掲載データや記述表現などは、今後、事務局で精査します。それにより

変更となる場合があります。 

 

○１３地区意見交換会でのご意見や、パブリックコメントなどを踏まえなが

ら内容を修正していく予定です。 
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第１章 都市マスタープランとは                                            

1．都市マスタープランの役割  ～どのような役割をもった計画？～ 

都市マスタープランとは都市計画法第１８条の２に位置づけられる「市町村の都市計画に関する基本的な方

針」にあたり、市町村が、都市づくりの方針を、住民の意見を反映しながら策定する計画です。 

この「基本的な方針」は、今後の市町村都市計画行政の基本とされ、法定都市計画の見直しや改定に際し

ての指針となるものです。 

また、市町村のすべての計画の基本となる総合計画の将来都市像を、都市計画の分野で実現しようとするも

ので、市町村が進める都市づくりの指針となるものです。 

現行の「ちがさき都市マスタープラン」は、平成 9 年（1997 年）8 月に策定された都市マスタープランを市民

参画中心としたプランとして平成 20 年（2008年）6 月に改定し、平成 26年（2014年）3 月には施策の

進捗や社会情勢の変化等に対応するため、「東日本大震災の教訓を活かした都市づくり」と「低炭素まちづくり」

の視点で一部見直しを行っています。 

 

2．都市マスタープランの位置づけ  ～他の計画との関係は？～ 

「ちがさき都市マスタープラン」は、神奈川県が都市計画区域ごとに定める広域的な方針「都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針」や「かながわ都市マスタープラン」の計画の内容と整合を図るとともに、本市の総合計

画、また「茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「豊かな長寿社会に向けたまちづくり基本方針」、これまで

進めてきたさまざまな都市づくりの計画とも整合を図る、都市づくりの計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※関係部署と調整のうえ、今後記載 
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3．改定の背景  ～都市マスタープランをなぜ見直す？～ 

本市では、これまで都市マスタープランの将来像「湘南の快適環境都市 ～みんなでつくる 住み続けたいまち 

ちがさき～」の実現を目指しつつ、約 24万人の住宅都市へと成長してきました。 

 

しかしながら、昨今の社会経済状況の変化に伴い、全国的に以下のような問題が挙げられます。 

本市においても、平成 32 年（2020 年）をピークに人口が減少していくと推計されているとともに、大規模地

震の切迫性も危惧されており、今後、同様の問題に直面すると考えられます。 

 

社会情勢の変化とともに全国のみならず本市が直面する課題 

●人口の減少と少子高齢化による年齢階層別人口の偏りによる都市活力への影響 

●人口減少や生産緑地の解除等を見据えた様々な法改正による土地利用への影響 

●大規模地震の切迫性に伴う防災・減災対策の必要性 

●厳しい財政状況下での都市づくりの推進の必要性 

 

 

これらの問題に対応するために、平成 20年（2008年）6月の改定から約 10年、平成 26年（2014年）

3月の一部見直しから約 5年が経過する平成 30年度に「ちがさき都市マスタープラン」の全面的な見直しを図り、

今後 10 年間における都市づくりの方向性を明確にするとともに、ちがさき都市マスタープランの推進方策や進行

管理体制についても見直すこととしました。 

 

今回の改定にあたっては、これまでの都市づくりの課題や社会経済情勢の変化等への対応をするとともに、茅ヶ

崎市市民参加条例の施行（2014年4月）や近年の市民や事業者など多様な主体が「まちづくり」に参画する

ようになったことを受け、市民が調査参加した「茅ヶ崎に抱いている価値や魅力（「茅ヶ崎らしさ」）とは何か」を捉

え直し、今後の茅ヶ崎市の都市づくりの方向を検討しました。 

これからの都市づくりは、市民・事業者・行政ともに「茅ヶ崎らしさ」を共有し、意識したまちづくりを地域の特性に

応じて策定し育んでいくことで、個性あふれるまちになり、将来都市像の実現につながると考え、計画の内容を見

直しました。 

 

ちがさき都市マスタープランの見直しにあたり検討したこと 

○将来都市像をどのように捉え直すか 

○「茅ヶ崎らしさ（茅ヶ崎の価値・魅力）」を強みとし、どのような都市づくりを推進していくか 

○厳しい財政状況下で、市民・事業者・市が連携し、どのように取り組みを推進し、将来都市像を実

現していくか 
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4．計画の構成  ～どこにどのようなことが書いてある？～ 

「ちがさき都市マスタープラン」は、以下の構成となっています。 
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第２章 現状と課題                                                 

1．これまでの都市づくりの経緯  ～茅ヶ崎の都市づくりはどのように進められてきたの？～ 

 

（１）都市の成り立ち 

本市は、東京から西に約 50km の神奈川県中央南部にあり、県の「かながわ都市マスタープラン」では、湘南

都市圏※に属しています。市域は東西6.9km、南北7.6kmで、面積は35.76km2、県下19市では7番目

に小さな都市です。隣接する藤沢市、平塚市の約半分の面積となっています。 

東側は藤沢市に、西側は平塚市に、北西側は寒川町にそれぞれ接し、また、南側は相模湾に面しており、約

6km に及ぶ海岸を有しています。地形は、北部に丘陵地、南部に平地が広がり、市の西縁を流れる相模川のほ

か、小出川、千ノ川、駒寄川の 3 つの河川が市内を流れています。四季を通じて温暖な気候や海と丘陵等恵ま

れた豊かな自然もあることから、明治から昭和初期にかけて湘南の別荘地、保養地として発展してきました。 

市街地は、JR 東海道本線の南側から広がり、その後、JR 東海道本線の北側へと市街地が拡大していきまし

た。昭和45年（1970年）に区域区分が指定されたことで、市街地は無秩序に拡散することはなく、市街化区

域内を中心に広がってきました。このため、人口は市街化区域内に集中しており、市民の多くが路線バスまたはコ

ミュニティバスの利用圏域内に居住しています。 

 

（２）これまでの主な取り組み 

上記のように本市は、土地利用がコントロールされ、市街化区域内に人口が集中し、市街地中心部に一定の

都市機能が集積し、公共交通網によってアクセスできる状況にあることから、現状で集約型都市構造の都市とも

考えられます。しかしながら、公共交通網の空白地帯の存在や、市域内に一様にあるべき施設の配置と人口密

度にギャップがあるなど、課題もみられます。 

このような中、平成 20年（2008年）6月の都市マスタープランの改定以降、自然環境の保全に向けた取り

組みの他、特に住環境整備の視点では、土地利用の基本理念や基本原則を定めた「茅ヶ崎市土地利用基本

条例」を平成 23年（2011年）3月に制定するとともに、地域の特性にあった景観形成のため「茅ヶ崎市屋外

広告物条例」（平成 22 年（2010 年）12 月）の制定、「建築物の高さ規制区域の拡大」（平成 22 年

（2010年）4月）、「敷地面積に対する最低限度を規定する制度の導入」（平成 24年（2012年）2月）

などに取り組んできました。また、浜見平地区や辻堂駅西口周辺の都市拠点等の整備を進めるとともに、住宅に

係る課題に取り組んでいくため「茅ヶ崎市住まいづくりアクションプラン」を策定しました。また、交通体系の面では、

自転車走行空間の整備、路線バスやコミュニティバスの利便性向上に向けた取り組みを推進してきました。 
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2．茅ヶ崎市の現状  ～茅ヶ崎ってどのようなまち？～ 

２－１ 人口概況 

 昭和 55 年(1980 年)～平成 12 年（2015 年）にかけて生産年齢人口は増加してきましたが、そ

れ以降は微減傾向にあります。 

 年少人口は減少傾向にある一方で、老年人口は増加傾向にあり、平成 12年(2000年）には年少

人口を老年人口が上回っています。 

 年齢構成は、30～40代と 60代が特に多くなっています。 

 年齢３区分別人口割合は近隣市と概ね同程度となっています。 

 

【総人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／各年国勢調査 

 

【人口ピラミッド（平成 27年）】             【年齢３区分別人口割合（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 27年国勢調査 
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２－２ 世帯数 

 昭和 55 年（1980 年）～平成 27 年（2010 年）にかけて、年々世帯数は増加している一方、

世帯人員は年々減少しています。 

 茅ヶ崎市の家族類型別世帯数の割合は、夫婦と子どもから成る世帯が 34.2％と最も多く、次いで単

独世帯が 28.0％、夫婦のみ世帯が 23.1％となっています。 

 このうち、高齢者の単身世帯が 10.1％、高齢者のいる夫婦のみ世帯が 13.7％となっています。 

 近隣他市町と比べると、寒川町に次いで単独世帯の割合が少なく、夫婦と子どもから成る世帯の割合

は最も多くなっています。 

 

【世帯数、世帯人員の推移（昭和 55年～平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／各年国勢調査 

 

 

【家族類型別世帯数（平成 27年）】           【家族類型別世帯数の割合（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 27年国勢調査 
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２－３ 人口動向 ～社会増減〔転出・転入〕～ 

 これまで転入超過で推移していましたが、ここ数年は、転入・転出の総数も少しずつ減少する傾向にあ

ります。 

 転出先は、1 都 3 県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）が全体の 80％近くを占めています。

なかでも、横浜市のほか、藤沢市、寒川町、平塚市への転出が多くなっています。 

 転入元も、 1都 3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）が大部分を占め、特に、横浜市、藤

沢市、東京都からの転入が多く、その他にも、平塚市や寒川町など近隣市町からの転入があります。 

 ０歳から 9歳の年少人口の転出・転入も多く、子育て世代の移動が多くなっています。 

 

 

 

【社会増減の動向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／各年統計年報 

 

【主な転出先・転入元との転出入の動向（平成 27年）】 

※ 平成 22年から平成 27年までの 5年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 27年国勢調査人口移動集計 

 移動人口の男女・年齢等集計（総務省統計局） 
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【性別・年齢階級別の人口移動の動向（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 27年国勢調査人口移動集計 

 

２－４ 昼間人口  

 平成 27年（2015年）の夜間人口は 239,348人、昼間人口は 189,675人となっています。 

 昼間人口比率は、平成２年（1990年）から年々増加傾向にあります。 

 

【夜間人口と昼間人口】 
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２－５ 将来人口の見込み  

 将来人口は、平成 32 年（2020 年）に約 24 万人でピークをむかえ、その後は少しずつ減少して平

成 52年（2040年）には約 23万人になると見込まれています。 

 年齢３区分別人口は、年少人口及び生産年齢人口は逓減傾向にあり、一方、高齢者人口は増加

すると見込まれています。 

 

【将来人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢 3区分別人口の推移】 
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２－６ 土地利用の概況 

 人口密度の高い地域は、市街化区域内に概ね分布しています。 

 人口集中(DID)地区は、茅ケ崎駅・辻堂駅周辺と漁港周辺から北側へ拡大し、昭和 55 年(1980

年)には概ね現在の市街化区域の規模に到達しています。 

 

【グロス人口密度（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書～都市の現況及び動向編～ 

 

【人口集中(DID)地区の推移（平成 22年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 24年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書～都市の分析編～ 
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 近隣市町の中で、人口集中（DID）地区内の人口密度は茅ヶ崎市が最も高く、都市計画区域内

の人口密度や市街化区域内の人口密度も大和市に次いで２番目に高くなっています。 

 

【近隣市町の人口集中（DID）地区等（平成 22年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／国土数値情報 

 

 

【人口密度（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 27年国勢調査、平成 25年都市計画現況調査 

 

都市計画区域内
の人口密度
（人／km2）

市街化区域内
の人口密度
（人／km2）

人口集中（DID)
地区内の人口密

度
（人／km2）

茅ヶ崎市 6,693 10,816 10,375

平塚市 3,804 8,368 8,250

藤沢市 6,098 9,013 9,157

鎌倉市 4,377 6,735 7,153

寒川町 3,572 6,868 7,018

大和市 8,608 11,605 10,040
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 平成 27 年度の土地利用状況をみると、住宅用地が 37.1％と最も多く、次いで農地が 13.8％、道

路・鉄道用地が 13.3％となっており、その他はいずれも 10％未満となっています。 

 市街化区域内における土地利用状況をみると、都市的土地利用※が 93.0％を占めており、中でも

住宅用地が 54.1％と最も多く、続いて道路・鉄道用地が 16.2％、自然的土地利用※が 7.0％とな

っています。 

 市街化調整区域では、自然的土地利用が 54.0％と過半数を占めており、なかでも農地が 28.1％と

多くなっています。 

 平成22年度土地利用状況図より土地利用の分布状況をみると、住宅地は、JR東海道本線沿線か

ら南側に面的に広がり、その北側では、農地と混在して広がる状況となっています。商業地は、茅ヶ崎

駅周辺に集積がみられるほか、国道 1 号、県道遠藤茅ヶ崎線、柳島寒川線、戸塚茅ヶ崎線などの幹

線道路沿道の立地が目立ち、比較的規模の大きな商業立地もみられます。工業地は、北茅ヶ崎駅

西側、JR 東海道本線沿線北側、相模川沿いに分布しています。北部丘陵部には、山林、農地、住

宅地、文教厚生地などが混在して広がっています。また、丘陵裾部、相模川沿い、海岸沿いには、規

模の大きなスペースとしてゴルフ場等の立地がみられます。 

 

 

【土地利用構成（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自然的土地利用：農地、山林、水面・荒地等 

都市的土地利用：住宅用地、商業用地、工業・運輸用地、公共・公益用地、公園・ゴルフ場、 

                      道路・鉄道、その他空地 

 

出典／平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書～都市の現況及び動向編～ 
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【土地利用現況図（平成 27年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書～都市の現況及び動向編～ 
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２－７ 産業 

（1）農業 

 農家数、経営耕作地面積ともに減少傾向にあります。 

 また、農業就業人口についても減少傾向にあります。 

 

 

【農家数の推移】                     【経営耕作地面積の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業就業人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）小数点処理の関係で合計値は合わない 

出典／各年農林業センサス 
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（2）商業・観光 

①商業 

 年間商品販売額（小売業）は減少傾向にあります。 

 １ｍ2 あたりの年間商品販売額は、神奈川県平均よりも少なくなっています。また、近隣市と比較する

と鎌倉市、藤沢市、平塚市に次いで上から 4番目となっています。 

 

 

【年間商品販売額（小売業）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／各年商業統計調査 

 

 

【１ｍ2あたりの年間商品販売額の比較（小売業）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 26年商業統計調査 
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（百万円）
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（m2）

1m2あたりの

年間商品販売額

（千円/m2）

茅ヶ崎市 136,683 151,507 902

神奈川県 7,608,869 6,676,309 1,140

平塚市 216,409 219,469 986

鎌倉市 139,585 115,729 1,206

藤沢市 410,050 402,173 1,020

大和市 209,936 241,734 868

寒川町 24,682 28,378 870
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②観光 

 平成 27年の人口対観光客比は約 12.6倍となっており、近隣市に比べて観光客誘引力が低くなって

います。 

 

【人口対観光客比／茅ヶ崎市と近隣市の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／神奈川県「入込観光客調査結果」（平成 22年から平成 27年）  

茅ヶ崎市 （千人） 藤沢市 （千人）

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27

延観光客数 2,082 2,105 2,361 2,661 2,627 3,024 延観光客数 13,864 15,408 15,154 15,524 17,738 18,335

宿泊客数 50 57 59 71 71 73 宿泊客数 363 392 420 431 458 538

日帰り客数 2,032 2,048 2,302 2,590 2,556 2,951 日帰り客数 13,501 15,016 14,734 15,093 17,280 17,798

平成27年 人口 240,428人 人口対観光客比 約12.6倍 平成27年 人口 423,246人 人口対観光客比 約43.3倍

平塚市 （千人） 鎌倉市 （千人）

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27

延観光客数 6,445 4,963 5,632 6,874 7,075 6,922 延観光客数 19,486 18,111 19,743 23,083 21,956 22,926

宿泊客数 53 65 71 77 78 82 宿泊客数 344 300 319 340 339 344

日帰り客数 6,391 4,898 5,561 6,797 6,997 6,840 日帰り客数 19,143 17,810 19,424 22,743 21,617 22,581

平成27年 人口 258,065人 人口対観光客比 約26.8倍 平成27年 人口 177,458人 人口対観光客比 約129.2倍

小田原市 （千人） 逗子市 （千人）

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27

延観光客数 5,040 4,246 4,370 4,650 4,514 4,538 延観光客数 1,354 1,070 1,353 994 800 889

宿泊客数 229 219 230 237 235 226 宿泊客数 19 21 21 21 21 20

日帰り客数 4,810 4,028 4,140 4,413 4,280 4,312 日帰り客数 1,335 1,049 1,332 973 779 869

平成27年 人口 195,353人 人口対観光客比 約23.2倍 平成27年 人口 60,070人 人口対観光客比 約14.8倍

茅ヶ崎市 （千人） 藤沢市 （千人）

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27

延観光客数 2,082 2,105 2,361 2,661 2,627 3,024 延観光客数 13,864 15,408 15,154 15,524 17,738 18,335

宿泊客数 50 57 59 71 71 73 宿泊客数 363 392 420 431 458 538

日帰り客数 2,032 2,048 2,302 2,590 2,556 2,951 日帰り客数 13,501 15,016 14,734 15,093 17,280 17,798

平成27年 人口 240,428人 人口対観光客比 約12.6倍 平成27年 人口 423,246人 人口対観光客比 約43.3倍

平塚市 （千人） 鎌倉市 （千人）

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27

延観光客数 6,445 4,963 5,632 6,874 7,075 6,922 延観光客数 19,486 18,111 19,743 23,083 21,956 22,926

宿泊客数 53 65 71 77 78 82 宿泊客数 344 300 319 340 339 344

日帰り客数 6,391 4,898 5,561 6,797 6,997 6,840 日帰り客数 19,143 17,810 19,424 22,743 21,617 22,581

平成27年 人口 258,065人 人口対観光客比 約26.8倍 平成27年 人口 177,458人 人口対観光客比 約129.2倍

小田原市 （千人） 逗子市 （千人）

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27

延観光客数 5,040 4,246 4,370 4,650 4,514 4,538 延観光客数 1,354 1,070 1,353 994 800 889

宿泊客数 229 219 230 237 235 226 宿泊客数 19 21 21 21 21 20

日帰り客数 4,810 4,028 4,140 4,413 4,280 4,312 日帰り客数 1,335 1,049 1,332 973 779 869

平成27年 人口 195,353人 人口対観光客比 約23.2倍 平成27年 人口 60,070人 人口対観光客比 約14.8倍
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（3）工業 

 製造品出荷額は減少傾向にあります。 

 事業者あたりの製造品出荷額は、神奈川県平均と同程度となっています。 

 

 

【製造品出荷額の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／各年神奈川県工業統計調査結果報告 

 

 

【事業所あたりの製造品出荷額の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 26年神奈川県工業統計調査結果報告 

 

  

266,618

255,376

245,232

230,000 240,000 250,000 260,000 270,000

平成21年

平成24年

平成26年

（百万円）

製造品出荷額
（百万円）

事業所数
（箇所）

事業所あたりの
製造品出荷額

（百万円/箇所）

茅ヶ崎市 245,232 122 2,010

神奈川県 17,721,051 8,140 2,177

平塚市 1,049,472 357 2,940

鎌倉市 312,399 76 4,111

藤沢市 1,387,597 308 4,505

大和市 298,681 227 1,316

寒川町 330,678 123 2,688
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２－８ 公共交通網の状況 

 公共交通網の状況についてみると、90本／日（片道）以上のバス停圏内の人口が約7.4万人で最

も多くなっており、総人口の約 31％を占めています。 

 次いで 50～70本／日（片道）、30本／日（片道）以上の人口が多くなっています。 

 バス停圏外の人口は約 2.1万人、総人口の約８％となっています。 

 

 

 

【公共交通網の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書～都市の分析編～ 
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２－９ 日常生活に必要な施設の状況 

 日常生活に欠かすことができない子育て機能、医療機能、商業機能の徒歩圏人口は、拠点性の高い

施設（子育て支援センターなど）や一部施設（小規模保育・家庭的保育、幼稚園、産婦人科）を

除く主要な施設で 19万人を超えており、全市民の８割以上が徒歩圏内に居住しています。 

 

 

 

【日常生活に必要な施設の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書～都市の分析編～ 
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２－１０ 「茅ヶ崎らしさ」の調査結果 

（１）茅ヶ崎らしさの調査の経緯 

近年、本市では茅ヶ崎市市民参加条例も施行（2014 年 4 月）され、まちづくり、観光、福祉、教育など様々

な分野において、市民や事業者など多様な主体が参画するようになりました。それぞれが持つ人材、技術等を活かし、

これまでにない創意工夫のある取り組みが進められる環境が整いつつあります。 

このように複数の主体が参画して物事を進めていく上で留意すべき点は、「各主体が方向性や目標を共有し、目

標の達成に向けて何が出来るかを考え、取り組みを実施しつづけること」です。方向性や目標を共有しないと、それぞ

れの割合や利益だけ考える状況を作り出してしまうことが考えられ、社会にとってプラスに働くとは言えません。 

しかし、方向性や目標を共有すれば各主体が行う様々な取り組みについて「方向性や目標からずれていないか」、

「主体の都合だけを考えて取り組みを進めていないか」をお互いに確認することができます。 

多様な主体が参画する時代においては、市民、事業者及び行政も含め、個々の利益ではなく、「社会に対してど

んな価値（※）を提案できるのか」をこれまで以上に意識する必要があります。 

さらに、全国的に人口・世帯減少や高齢化が進み、女性の就労拡大や男性の家事への参加が進む等、社会状

況の変化とともに、人々の生活スタイルも変化しています。本市でも、リタイア世代の増加により昼間人口が増え、従

業も通学もしていない方が増加する傾向にあります。（Ｐ９参照）高齢化による昼間人口の増加や３次活動が

増えつつある状況は、仕事や家事など以外の「地域におけるイベント」、「家族、恋人、友人等と交流」、「趣味や学

習」など、地域とのつながりや個人のための時間を充実させる環境や機会を創出していくことが、これまで以上に求め

られていくものと考えます。 

そのため、今後のまちづくりには、地域で集まるイベント等の交流を行ったり、学習や自然観察、スポーツなどを楽し

んだり、時にはひとりで過ごす（３次活動）など、人それぞれの生活スタイルに応じて、まちなかで過ごせるような居

場所をつくることが必要であると考えました。 

そこで、本市では、茅ヶ崎の価値や魅力（茅ヶ崎らしさ）を捉え直し、市民・事業者・行政のみんなで共有し、茅

ヶ崎の価値や魅力を高め、まちなかで過ごせるような居場所を多くつくることを主眼に置き、まちづくりを進めていきたい

と考えています。 

なお、改定にあたっては、これまでの都市づくりでの課題への対応を検討するとともに、人口減少や少子高齢化な

どの社会情勢の変化に対応するため、同時期に改定を行う関連計画の「茅ヶ崎市景観計画」や「茅ヶ崎市みどりの

基本計画」と連携した検討を行い、「茅ヶ崎らしさ」のとりまとめは「茅ヶ崎市景観計画」で行いました。 

 

   ※「価値」とは、人や社会にとって良い影響を与える個性のことを言います。例えば、「海」「里山」などの資源そのも

のが「価値」にはならず、そのような資源が人々の生活や社会に良い影響があってはじめて、「価値」となります。 
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（２）調査の概要 ※「茅ヶ崎市景観計画」より抜粋 

これまでも、様々な場面で「茅ヶ崎らしさ」「茅ヶ崎らしい」という言葉が用いられています。この「らしさ」という言葉を

使うときに、茅ヶ崎らしさと言えば「海」、「富士山が見える風景」など特定のものを指している場合や、「茅ヶ崎らしい

まちづくりを進める」など抽象的な表現に留まるなど、市民、事業者及び行政とも「茅ヶ崎らしさ」に対する考えやイメ

ージは様々であり、「らしさ」という言葉の意味が十分に共有されていないまま使われている状況にあります。 

「らしさ」とは、そのものが持つ個性（性格、外見、能力など）の中でも、多くの人にとって魅力や価値になっている

ものを言います。また、人々が個性に対して良いなと感じた時の「イメージ（例えば、綺麗、優しい、真面目など）」

や「イメージを構成する要素」で、その魅力を表現します。 

例えば、ある企業に「誠実な」といったイメージを抱いた時には、“お店での対応”、“製品の品質”、“製品のアフター

ケア”等に触れたことにより、「誠実な」というイメージに帰着します。この例でいう「誠実な」とは、利用者が企業に対し

て抱いた魅力や価値であり、結果として、利益や支援者を増やすことになります。したがって、企業が自ら「誠実な」と

言っても利用者が誠実と感じなければ、それは企業の「らしさ」にはつながらないことに留意する必要がある一方、利

用者が抱く「らしさ（魅力や価値）」を把握し、それを強みとして活かせば、様々な取り組みをする上で良い結果を

生むことになります。 

これらを踏まえ、今回の改定にあたっては、「茅ヶ崎らしさ（魅力や価値）」について調査を行いました。調査では、

市内外の方々が抱いている茅ヶ崎のイメージ、イメージを構成する要素を把握しました。調査を踏まえ、茅ヶ崎の魅

力や価値を高め、市内外の方が、より一層の魅力を体感・体現するために、まちづくり側が意識すべき事項を「（６）

茅ヶ崎らしさを高める事項」として整理しました。 
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（３）調査の方法 

調査は、次の表に示す通り、アンケート、ヒアリング及び統計データに加えて、市民討議会、審議会での議論を行

い、まとめていきました。また、社会的な状況を踏まえ人の生活の変化を把握し、まちづくりの方向性を併せて整理し

ました。（詳細については、巻末を参照してください。※今後巻末に掲載予定） 

 

Ａ．茅ヶ崎のイメージやイメージをつくる要素の整理 

市内外の方が抱く茅ヶ崎のイメージとイメージをつくる要素を次の調査から整理 

 

調査名 内容 

市民満足度調査 市内在住の方に、茅ヶ崎の魅力、市政に対する満足度を調査 

地域特性調査 市民と市外の双方に共通の設問・選択肢を用いたアンケートを行い、茅ヶ崎の特性を他都市と

比較し、茅ヶ崎のまちの性格を把握。 

観光資源に関する調査 市内外の方に、茅ヶ崎に対する印象や観光資源について把握 

転入者アンケート・ヒアリング ５年以内に転入したファミリー世代等を対象に、居住の意向、転入理由や抱いていたイメージ、

イメージギャップ、まちの魅力や課題等について調査。 

茅ヶ崎の印象やライフスタイ

ルに関する調査 

ヒアリング、ＷＥＢアンケート、雑誌から、茅ヶ崎の印象やライフスタイルを把握。 

 

 

Ｂ．イメージをつくる要素に特徴を把握 

Ａで整理した要素（住みやすい、交通の便（買い物が便利）、自然が豊か、食が豊か）の個々の特徴を把握 

 

調査名 内容 

市民討議会 市内在住の方を無作為抽出により抽出し、「好きな場所」、「まちなかの移動」、「身近な自然、

みどり」についてグループ討議を実施。 

転入者アンケート・ヒアリング ５年以内に転入したファミリー世代等を対象に、居住の意向、転入理由や抱いていたイメージ、

イメージギャップ、まちの魅力や課題等について調査。 

教えて！好きな場所での過

ごし方 

日ごろ、どんな場所で、どのような気持ちで過ごしているのかを、「いつ」、「どうやって（移動手

段）」、「気分」、「好きな理由」を聞き、生活の実態やまちの特徴を把握。 

移動特性 

（大都市交通センサス） 

鉄道・バス等の利用実態や駅から自宅・勤務場所間の移動手段（端末交通手段）から移動

の特性を把握。 

自然、みどりに関する調査 みどりを「守る」「増やす」「戻す」の視点で、満足度やニーズから、日々の生活で、どのようなみどり

が大事に思っているか調査。 
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（４）調査結果概要 

Ａ．茅ヶ崎のイメージについて 

人は、まちを訪れた時や住んだ時に、そこで生活している人々と街の雰囲気や魅力を感じ取り、それをまちのイメー

ジとして昇華していきます。このイメージは、まちの個性を整理する際に重要な情報となります。今回、茅ヶ崎が他都

市と比較して、どのようなイメージを抱かれているのか把握するため、市内の方及び市外の方を対象に、まちに抱くイメ

ージを調査しました。 

調査では、茅ヶ崎に対して「自由な」、「明るい」、「ゆったりとした」といったイメージを、藤沢市や鎌倉市などと比べ、

強く抱いていることが分かっています。転入者の方へのヒアリングなどにおいても、茅ヶ崎に対して、「気さくでオープン」

「都会でも田舎でもなく、のんびりしている」など、同様のイメージを持っていることが分かりました。 
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Ｂ．茅ヶ崎のイメージをつくる要素について 

茅ヶ崎のイメージをつくる要素がどのようなものがあるか調査しました。下表に示すとおり、様々なアンケート等の結

果を比較すると、「住みやすさ（住み心地）」、「自然が豊か」、「交通の便（買い物が便利）」、「食が豊か」につ

いて、茅ヶ崎の魅力として評価が高いことが分かりました。 

 

表 アンケートで評価の高い項目（上位の項目） 

市民満足度調査 地域特性調査 
観光資源に関す

る調査 

転入者アンケー

ト 

茅ヶ崎の印象やライ

フスタイルに関する

調査 

  

心地よく暮らせる居住環境 

住み心地がよい街だ 

ゆったりと暮らしている 
温暖な気候で住みやす
い 

のんびり過ごせそう 
住みやすそう 

安全 

静かな居住環境 
まちの雰囲気がよ

い 

のんびり暮らせること 
まちや海が綺麗なこと 

→ 
「住みやすさ 

（住み心地）」 

自然やみどり、水が豊か 海と調和している街だ 自然が豊か 海が近い 
癒される自然があること 

まちや海が綺麗なこと 
→ 「自然が豊か」 

交通の便が良い 

買い物が便利 
― ― 

交通の便が良い 

買い物が便利 
― → 

「交通の便 

（買い物が便利）」 

海の幸や農産物に恵まれて

食が豊か 
海の幸が美味しい ― ― ― → 「食が豊か」 

― 海で遊べる 地味な風土のエリア 親や子供がいる 
楽しめる場所がたくさん

あること 
→ その他 

 

 

Ｃ．魅力の構造とイメージとの関係 

「住みやすさ（住み心地）」、「自然が豊か」、「交通の便（買い物が便利）」、「食が豊か」という項目の中で、

自然、交通（買い物）、食という具体的なキーワードが見られる一方で、「住みやすさ」については、人によって住み

やすいと感じる要素は様々であると考えられます（例えば、家の住み心地なのか、友人などと一緒に暮らせる環境が

住み心地につながっているのか等）。 

住みやすい理由を、ヒアリング等により整理すると、住みやすいと感じるものとして、自然、交通（買い物）、食事

に関わる事項が挙げられました。以上のことから、「自然が豊か」、「交通の便（買い物が便利）」、「食が豊か」が重

なり、「住みやすさ」につながっているものと考えられます。また、「のんびりやゆったり」、「肩ひし貼らず」など自由さや軽

快さを表わす言葉があることから、調査が高かった４つの魅力が、「ゆったりとした」という時間がのんびり流れて、過ご

している雰囲気や、「自由な」、「明るい」など軽やな印象を持つものと考えられます。 

 

表 住みやすい・住み心地が良い理由 

住みやすい・住み心地が良い理由の例   

海にも行けるし、山にも行ける。 
富士山や箱根までの眺望が良い 
気候が思いのほかいい。 
高い建物がなくて、空が広い。  など 

→ 自然に関わること 

家の周りでだいたいのことが済む。 
歩いて、駅や海に行ける。 
小さなお店もたくさんあって、ご飯や買い物など色々楽しめる。  など 

→ 交通（買い物）や食に関わること 

観光地っぽくなく、のんびりしていい。 
ラフな格好で歩けて、肩ひじ張らずにいれる 
茅ヶ崎の人はゆっくりとして良い。時間に対する考え方が違う。  など 

→ まちや人の雰囲気 
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（５）茅ヶ崎らしさとは 

 

「人とまちの距離がちょうどよい。」 

茅ヶ崎は都心からも近い、小さな街。 

この街に自然やお店など色々なものが詰め込まれている。 

食事をしたい、買い物がしたいと思えば、おいしい食事や買い物する場所が近くにある。 

サーフィンや里山散策したいと思えば、海や里山が近くにある。 

思いたったら、気軽に行けて、のんびりと過ごせるのが茅ヶ崎。 

 

調査によると、海岸や里山があり、買い物もでき、しかも徒歩や自転車で行ける便利さが、茅ヶ崎の魅力となって

います。この徒歩や自転車で様々なところに行けるということは、まちがコンパクトで、自然、駅周辺、商店、住宅など

が近接している事により、生じる結果であると考えます。また、広域な視点で見ると、東京や横浜、江の島や鎌倉、

箱根などにも比較に近く、他都市の魅力も味わえる、ちょうど良い位置に茅ヶ崎はあります。 

以上のことから、人々が抱いている茅ヶ崎らしさ（価値や魅力）とは、人とまちの「近接性」によるものと考えられま

す。市内で様々な要素に気軽に触れることができる環境により、待合せや電車の時間などを気にせず、過ごしている

人々の姿や街の雰囲気が、「ゆったりとした」「自由な」、「明るい」など軽やかな印象を持つものと考えられます。 

茅ヶ崎が、人々にとってこれからも魅力的に映るためには、人々が抱いているイメージにあった配慮を、市民、事業

者及び行政それぞれが取り組みにおいて行う必要があります。 

例えば、公共空間をつくる際には、明るい色彩を基本としながら、木陰の下にベンチやオープンテラスを設置するな

どゆったりと過ごせるように空間的な配慮を行い、また様々な活動が気兼ねなく行えるように空間の利用方法を過度

に制限することのないような配慮などがあげられます。イメージにあうように取り組みを進めることで、「茅ヶ崎っていいね」

「行きたい」「住みたい」など、より多くの共感を得ることが期待できます。 
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（６）茅ヶ崎らしさを高める事項 

「（１）茅ヶ崎らしさの調査の経緯」にも示したように、今後、高齢化による昼間人口の増加や３次活動が増え

つつある状況は、仕事や家事など以外の「地域におけるイベント」、「家族、恋人、友人等と交流」、「趣味や学習」

など、地域とのつながりや個人のための時間を充実させる環境や機会を創出していくことが、これまで以上に求められ

ていくものと考えます。（地域コミュニティの充実） 

茅ヶ崎らしさ（価値や魅力）を活かし、これからの時代においても、茅ヶ崎が価値のあるまちであるためには、次の

３つのことが必要だと考えます。 

都市マスタープランにおいては、今後の都市づくりを行う上ではこの３つを必ず意識するものとして捉え、道路や公

共施設などの取り組みをすすめる必要があると考えます。 

 

①都市機能が近接している環境を強化すること 

・集約型の都市構造を引き続き維持するとともに、駅周辺等の拠点の機能強化を図る 

・住宅地においても、自然、公共施設、商業施設などが近接した環境を形成する 

 

②楽しく、リラックスして過ごせる空間をつくること 

・ユニバーサルデザインに配慮することを前提に、学習や交流など人々の営みを考えながら、楽しく、リラックスし

て過ごせる屋外の空間づくり（公園、道路、施設など）を進める。また、空き地や公共空間等の有効に活

用し、人々が様々な活動ができる空間を創出する 

 

③街なかの移動も楽しめること 

・徒歩や自転車で安全に移動ができるように、歩行空間や自転車走行環境等を整えていくとともに、民有地

や通りなどに四季の移ろいを感じる花や木、魅力的なサインやストリートファニチャー等を配し、移動を楽しく

する 
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3．社会情勢変化  ～ 国ではどのような取り組みが進められている？ ～ 

人口減少社会及び超高齢社会等への対応 

都市マスタープランの平成 20 年（2008年）6月の改定、平成 26 年（2014 年）3 月の一部見直し以

降、都市づくりの方向に関して、国では以下のような取り組みの方向性が示されています。 

 
 
 

スマートウエルネスシティ構想 
平成 21年（2009年）11月 

高齢化や人口減少を克服するため
「健康」に着目した都市づくりの推進 

 
生物多様性国家戦略 2012-2020 
平成 24年（2012年）9月 

生物多様性の保全と持続可能な利
活用 

 
強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災･減災等に資する国
土強靱化基本法 
平成 25年（2013年）12月 

大規模自然災害等に備え国土強靱
化に関する施策を総合的かつ計画的
に推進 

 
都市再生特別措置法の改正 
平成 26年（2014年）5月 
（立地適正化制度） 

「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」
の考え方を踏まえた都市づくりの推進 

 

「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と長期ビジョンを踏まえた「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」の策定 平成 26年（2014年）12月 

人口減少を克服し、将来にわたって
成長力を確保するため、まち・ひと・し
ごとの創生と好循環の確立 

 
空家等対策の推進に関する特別措置法 
平成 27年（2015年）2月施行 

適切な管理が行われていない空家等
への対応 

 

国土形成計画 ～対流促進型国土の形成～ 
平成 27年（2015年）8月 

「コンパクト＋ネットワーク」、「個性」と
「連携」による「対流」の促進、「住み
続けられる国土」と「稼げる国土」の両
立、グリーンインフラの取組の推進 

 
持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：
SDGs）の採択 平成 28年（2016年）1月発効 

持続可能は発展を続けていくための
国際社会共通の目標 

 
自転車活用推進法 
平成 29年（2017年）5月施行 

自転車活用の一層の推進 

 
都市公園法の改正 
平成 29年（2017年）6月 

都市公園の再生、活性化の推進 

 

都市緑地法の改正 
平成 29年（2017年）6月 

民間による市民緑地の整備の促進、
みどりの担い手として民間主体を指定
する制度の拡充 

 
生産緑地法の改正 
平成 29年（2017年）6月 

都市農地の保全と活用 
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4．都市づくりの広域的視点  ～神奈川県の中で本市はどのように位置づけられている？～ 

本市を含む広域圏である神奈川県において、今後の本市の位置づけや展望、また、本市に期待される役割

等を以下に整理します。 

 

4－１ 都市イメージ 

「神奈川力構想（平成 19年～37年）」では、県が設定する 5つの地域政策圏のうち、本市は、湘南海岸

から丹沢に至る相模川下流や境川、引地川、金目川の流域を一体として捉えた「湘南地域圏」に含まれていま

す。「湘南地域圏」では豊かな自然環境や文化の保全・活用を図るとともに、交通ネットワークの整備とあわせた

都市機能の向上や、産業拠点の整備・再生を進め、環境と共生し、豊かで活力にあふれた地域づくりをめざし、

産学公の交流・連携の促進、地域循環型農業の推進等に取り組むとしています。 

 

 

4－２ 都市構造等 

「かながわ都市マスタープラン・地域別計画（平成 22年 11月改定）」では、本市が含まれる湘南都市圏域

の都市づくりの目標を『山なみをのぞみ、海と川が出会い、歴史を生かし文化を創造する都市づくり』とし、基本方

針が以下のように設定されています。 

 

「環境共生」の方針 

 地域ブランドを構築・発揮する魅力ある都市空間の形成 

 海と山の魅力を融合させる土地利用 

 新たな魅力を生み出す山や森林等の保全・活用 

 

「自立と連携」の方針 

 新たなゲート：南のゲート（ツインシティ） 

 広域拠点：藤沢駅周辺、平塚駅周辺、秦野駅周辺 

 地域の拠点：茅ケ崎駅周辺、辻堂駅周辺、寒川駅周辺、湘南台駅周辺など 

 

 

4－３ 交通等の連携軸 

「かながわ都市マスタープラン・地域別計画」では、連携による機能向上を果たす連携軸を位置づけていますが、

そのうち湘南都市圏域で示している軸を以下に整理します。 

 

県土連携軸＜都市圏域間・拠点間の交流連携を促進する連携軸＞ 

 相模湾軸：「新湘南バイパス」の整備・東海道貨物線の本格的旅客化 

 相模軸：JR相模線の複線化 

 横浜県央軸：相鉄いずみ野線の延伸 
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都市連携軸＜主に都市圏域内の交流を支える軸＞ 

 茅ヶ崎寒川軸：茅ケ崎駅周辺から寒川駅周辺を結ぶ相模湾軸を補完する軸 

 藤沢大磯軸：藤沢駅周辺から大磯駅周辺を結ぶ相模湾軸を補完する軸  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：かながわ都市マスタープラン・地域別計画（平成 22年 11月改定） 

 

 

また、「かながわ交通計画(平成 19年 10月改定)」においては、以下のことを図るとしています。 

 

 相模線の複線化 

 東海道新幹線新駅設置の早期実現 

 相鉄いずみ野線の延伸 

 武相幹線（第二東名高速道路）の整備 

 

  

※湘南都市圏域図挿入 
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5．茅ヶ崎市の将来展望  ～社会環境が変化する中でどのような問題をかかえている？～ 

日本全体がこれまで経験したことがない人口減少、高齢社会へ突入し、都市をとりまく環境も大きく変化しつつ

あります。また、市民生活に大きく影響を与える社会・経済状況も日々変化しつつあります。 

そこで、本市における将来の展望を予測して整理しました。 

 

5－１ 人口の減少、世帯数の増加により… 

 平成 32年（2020年）をピークに人口が減少すると予測されており、今後、労働力の減少、税収減少等、

都市活力への影響が懸念されます。 

 高齢者の単身世帯の増加や人口減少等に伴い、空き家や未利用地等の増加により、住環境の低下、公

共交通維持の困難等が予測されます。 

 

【茅ヶ崎市の住宅総数と世帯数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【茅ヶ崎市の空き家総数と空き家率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／住宅・土地統計調査（平成 5年から平成 25年） 
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5－２ 超高齢社会・少子化の進展により… 

 市全域で高齢化が進み、高齢者人口が増加する中で、住宅都市である本市では、昼間人口の増加が予

測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※将来人口・世帯予測ツール（国土交通省国土技術政策総合研究所） 

を活用して作成（平成 22年国勢調査が基準年） 

 

5－３ 広域連携、交流のポテンシャル向上により… 

 広域的な道路ネットワークの整備が進み、さがみ縦貫道路の全面開通により、北関東方面から湘南地域

（藤沢方面）への交通量（来街者）が増加しています。 

【広域的な道路網の整備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所 2016事業概要 パンフレット に加筆  

【平成22年】 【平成52年】

平成21年9月 藤沢大磯線西久保～鶴が台区間供用開始

平成22月12月 藤沢大磯線県道45号～46号区間 暫定２車線で開通
平成27年3月 藤沢大磯線県道45号～46号区間 4車線供用開始

平成27年3月 国道134号 平塚～大磯間４車線供用開始

平成32年度（予定）高速横浜環状南線開通

平成32年度（予定）横浜湘南道路開通

平成27年 3月 さがみ縦貫道路全線開通により、東名道、中央道、関越道がつながる。
平成27年10月 圏央道桶川北本IC～白岡菖蒲IC区間が開通によりさがみ縦貫道と東北道までつながる。
平成29年 2月 圏央道茨城県区間が開通し、常磐道と東関東道までつながる。
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５－３ グリーンインフラストラクチャーの活用により・・・ （※茅ヶ崎市みどりの基本計画と調整中） 

 みどりが有する多様な機能を、都市づくりにハード・ソフトの両面から活用するグリーンインフラストラクチャーが

注目されています。 

 本市は、海岸や丘陵、河川など、豊かな自然環境に恵まれるとともに、市街地の農地などを含め、コンパクト

な市域の中で身近にみどりに触れ合うことができます。 

 みどりを生きものの生息・生育の場や景観形成、防災・減災といった機能に加え、地域の活性化にもつなが

る資源として捉え（グリーンインフラストラクチャー）、都市づくりに活かしていくことが、本市の魅力づくりにつな

がります。 

 人口が減少に向かい、未利用地の増加など、土地利用の変化が予想される中、住まいの身近に存在する

みどりを、市民とともに知恵を出し合い、協働して賢く維持・活用を図っていく取り組みが、重要になっていきま

す。 

 また、自動車への過度の依存を見直し、環境負荷が小さく、健康増進にも寄与する徒歩や自転車の選択

機会を増やし、移動を楽しめるような環境整備を図っていくことも、グリーンインフラストラクチャーとともに、コン

パクトな本市の特性を活かした都市づくりを進める上で望まれます。 

 

 

＜多様なみどりと身近に触れ合える茅ヶ崎では・・・＞ 

 

・生産緑地や市民農園での農業体験や学びの場を通して多世代の交流を創出 

・公園や緑地、オープンスペースや河川の市民との協働による維持管理と利活用を通して、良好な都市空

間の管理とともに、コミュニティや交流が活性化 

・道の駅などとも連携し、漁港や海辺空間を活用して市内外の交流が創出され、地域の活性化に寄与 

・徒歩や自転車で移動しやすく、自然や景観も楽しめる環境づくりにより、市民の健康増進にも寄与 
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5－４ 大規模災害への対応の必要性の高まりにより… 

 大規模地震が発生した際、延焼拡大や緊急輸送路等の沿道建物の倒壊や道路の劣化に伴う閉塞等が

予測されます。 

 近年の気候変動により、河川の氾濫や洪水による浸水被害が想定されます。 

 人口減少にかかわらず、将来においても相当数の人口がハザード地域内に居住しているとともに、ハザード地

域内の 65歳以上人口も増加していきます。 

 

【延焼クラスターとメッシュ別 65歳以上人口（人/ha）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【洪水浸水想定区域とメッシュ別 65歳以上人口（人/ha）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※将来人口・世帯予測ツール（国土交通省国土技術政策総合研究所） 

を活用して作成（平成 22年国勢調査が基準年）  

【平成22年】 【平成52年】

【平成22年】 【平成52年】
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5－５ 厳しさを増す財政状況により… 

 人口の減少による労働力の減少、税収減少やインフラの老朽化への対応、都市防災力の強化が求められ

る中で、財政状況はますます厳しさを増していくと予測されます。 

 また、今後、公債費とともに、高齢者人口の増加による医療費等の社会保障関連経費の増加が予測され、

投資的経費に充てられる財源は限られてきます。 

 

【財政の推移及び見込】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5－６ 価値観・ライフスタイルの変化、多様化により… 

 個人の価値観に対応した暮らし方、働き方の見直し（ワークライフバランス）等の重要性が着目され、ライ

フステージに応じた自分らしく、心地良い生き方・暮らし方の需要が高まっています。 

 

【一日あたりの男女別仕事時間の推移】      【一日あたりの年齢階級別休養・くつろぎの時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：社会生活基本調査（総務省）  
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6．都市づくりの主要課題  ～都市づくりを進めるにあたりどのような課題へ対応していく？～ 

 本市の現状、社会情勢変化、広域的視点、将来展望などを踏まえ、都市づくりを進める上での主要課題につい

て整理しました。 

 

（１）人口減少・超高齢社会への対応 

 少子高齢化が進展する中、安定的な年齢階層別の人口を維持していくため、子育て環境の整備とともに、

ライフステージやライフスタイルに応じた住まい方ができる快適な住環境の整備を進めていく必要があります。

また、もともとコンパクトに、比較的人口密度が高く市街地が形成されている中で、人口密度の低下を好機

と捉え、より快適な住環境を形成していくことが重要となります。さらに今後、空き家の増加が予測されるため、

発生予防、適正な管理や利活用など、総合的な空き家対策を実施していく必要があります。 

 高齢化に伴う日常の身体活動量の減少と外出機会の低下が懸念される中、心身の健康の確保への取り

組みが必要となります。都市にある様々な資源を活用しつつ、外出機会を維持していくためにも、歩行環境

や自転車走行空間の整備とともに、公共交通のサービス水準を維持し、外出先までの足を確保していくこと

も重要となります。 

 

（２）広域連携・交流のさらなる促進 

 近隣市に比べて観光客誘引力が低い本市としては、広域的な交通ポテンシャルの向上や、道の駅や柳島

スポーツ公園の整備を契機と捉えながら、良好な住環境の保全に配慮しつつ、活力向上の視点による都市

づくりが必要となります。 

 交流人口の拡大もさることながら、あわせて「活力を創出し生活を支える」という視点から産業基盤の強化に

向けた取り組みが重要となります。 

 

（３）拠点の活性化と賑わいの創出 

 都市拠点の現状では、茅ケ崎駅（北茅ケ崎駅を含む）、辻堂駅周辺と浜見平地区は商業施設等が多く

立地していますが、香川駅周辺は施設が少ないのが現状です。今後、超高齢社会、環境負荷低減等の

観点から、また「コンパクトシティ・プラスネットワーク」の考え方から、都市拠点の役割や重要性がより高まって

いく中で、都市拠点のにぎわいの維持・向上と拠点間を結ぶネットワークの充実も必要となります。 

 

（４）都市空間の質の維持・向上 

 昼間人口の増加、価値観・ライフスタイルの変化、多様化により、高齢者のみならず、すべての市民の暮らし

を支える取り組みが、都市基盤の面から必要となります。その一環として、みどりの確保、防災、コミュニティ等

の視点により、地域特性に応じたスペースの確保とその活用を図っていく必要があります。 

 

（５）都市の安全性の向上 

 都市基盤施設の長寿命化などハード面での防災・減災対策とともに、ソフト面では防災意識の普及・啓発

を含め、地域と協働した防災・減災の取り組みを引き続き進め、さらなる地域防災力の向上を図る必要が

あります。 

 被災後の復興に向けた体制の構築については、本市の復興課題を洗い出し、事前の準備を具体化してい

く必要があります。 
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（６）厳しさを増す財政状況への対応 

 今後も厳しい財政状況が続く中で、過去に整備された都市基盤施設が老朽化し、更新時期を迎えるため、

その対応が必要となります。 

 市民、事業者、市が各々できることを考え、役割分担の上で都市づくりを推進していく必要があります。 
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７．茅ヶ崎におけるこれからの都市づくり ～都市づくりを進める上で重要なことは？～ 

本市では、これまで、自然環境の保全に向けた取り組みの他、特に住環境整備の視点では、土地利用の基

本理念や基本原則を定めた「茅ヶ崎市土地利用基本条例」を平成 23年（2011年）3月に制定するととも

に、地域の特性にあった景観形成のため「茅ヶ崎市屋外広告物条例」（平成 22年（2010 年）12 月）の

制定、「建築物の高さ規制区域の拡大」（平成22年（2010年）4月）、「敷地面積に対する最低限度を

規定する制度の導入」（平成 24年（2012年）2月）などに取り組んできました。 

また、道路や下水道の整備の他、浜見平地区や辻堂駅西口周辺の都市拠点等の整備を進めるとともに、

住宅に係る課題に取り組んでいくため「茅ヶ崎市住まいづくりアクションプラン」を策定しました。交通体系の面で

は、自転車走行空間の整備、路線バスやコミュニティバスの利便性向上に向けた取り組みを推進してきました。 

これらの取り組みは、住環境を整備するとともに都市の機能を向上していくという点で、一定の成果に結びつ

いていると言えますが、本市の骨格を形成する道路網の整備、狭あい道路の解消、乗合交通のさらなる利便

性向上、公共下水道や公園整備、災害時の被害軽減と都市機能の維持を実現できる基盤づくりなど、「安

全・安心」「快適」「便利」の視点で、今後も引き続き都市基盤の質の向上に向けた取り組みを推進していかな

ければなりません。 

また、人口減少や超高齢社会の到来に伴い、空き家や未利用地の増加、農産物の生産の場としての役割

の他、多面的な機能を持つ農地の減少も予想され、新たな対応が必要となります。 

さらに、昼間人口の増加、高齢者の外出機会の低下、価値観・ライフスタイルの変化、多様化等を踏まえ、

今後の都市づくりを行う上で、子どもを生み育てやすく子育て層が住みやすい、またすべての市民が健康で、生き

がいをもって生活できるよう、「多世代」の「交流」と「つながり」の創出が重要となってくると考えられます。 

そこで、都市に必要となる機能（子育て・教育環境、買物環境、移動環境など）の見直しや再構築を含め

「都市基盤の質の向上や産業基盤の強化」を継続して推進していくとともに、新たな対応の他、「多世代」の

「交流」と「つながり」を創出する仕掛けとして、地域ごとの特性を踏まえた、まち中で過ごせるような居場所を多く

つくります。そして、子どもや親、お年寄りをはじめ様々な人が外出し、思い思いの時間を過ごすことにより、新た

な発見や出会いがうまれ、まちの賑わい、地域経済の活力向上につながることで、「茅ヶ崎での暮らしの質の向

上」を図ります。 

「都市基盤の質の向上や産業基盤の強化」や「新たな対応」、「茅ヶ崎での暮らしの質の向上」に係る取り組

みを推進していくにあたっては、人々にとってこれからも茅ヶ崎が魅力的に映るために、「第２章 ２－１０（「茅

ヶ崎らしさ」の調査結果）」でも示した、以下の「茅ヶ崎らしさ」を高める３つの事項を意識した都市づくりを行う

必要があり、市民・事業者・行政が各々意識し、また地域ごとの特性を活かし、できることを協働（地域コミュニ

ティの育成と充実）しながら、進めていきます。 

このように都市づくりを展開していくことで、「茅ヶ崎がより価値あるまちになり、まちの中では誰もが自分らしく、

その時の気分で思い思いの時間を過ごしている。そして、多世代が交流し、つながり、共生できるまち」をめざしま

す。 
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＜『茅ヶ崎らしさ』を高める事項＞※意識すべき３つの視点 

①都市機能が近接している環境を強化すること 

  本市は、海岸や里山、お洒落な商店など魅力的なものが、コンパクトなまちに詰め込まれています。 

この特徴を活かし、核となる拠点には市民が必要とする機能を集約し、徒歩・自転車や公共交通で行けるようにしま

す。さらに、今後増加が予測されるオープンスペース等においては、住宅を建築して人口を増やすだけでなく、人が行き

たくなる通りや広場、都市拠点とします。 

・・・・・集約型の都市構造を引き続き維持するとともに、駅周辺等の拠点の機能強化を図る。 

・・・・・住宅地においても、自然、公共施設、商業施設などが近接した環境を形成する。 

 

 

②楽しく、リラックスして過ごせる空間をつくること 

本市は、海岸や里山、お洒落な商店など魅力的なものがたくさんあり、そこでの過ごし方も魅力の一つであり、重要で

す。そのため、更に、誰もが楽しく、リラックスして過ごせるように意識して、空間整備することが重要です。 

・・・・・ユニバーサルデザインに配慮することを前提に、学習や交流など人々の営みを考えながら、楽しく、リラックスして

過ごせる屋外の空間づくり（公園、道路、施設など）を進める。また、空き地や公共空間等の有効に活用

し、人々が様々な活動ができる空間を創出する。 

 

 

③街なかの移動も楽しめること 

本市は、徒歩や自転車で移動しやすい平坦な地形特性があります。この特性を活かし、目的地へ行くまでの移動環

境においても、ただ安全に移動するだけでなく、快適に楽しく感じられるように意識して、移動環境整備することが重要

です。 

・・・・・徒歩や自転車で安全に移動ができるように、歩行空間や自転車走行環境等を整えていくとともに、民有地や

通りなどに四季の移ろいを感じる花や木、魅力的なサインやストリートファニチャー等を配し、移動を楽しくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜イメージ図（仮）＞ 

①都市機能が近接している環境を強化すること
②楽しく、リラックスして過ごせる空間をつくること
③街なかの移動も楽しめること

●これまでの課題への対応
（「安全・安心」「快適」「便利」の視点で都市基盤の質の向上や産業基盤の強化）

●社会情勢変化への新たな対応
（空き家、都市農地、グリーンインフラストラクチャ―の活用、自転車活用の一層の推進など）

●「茅ヶ崎らしさ」を高める事項を意識

【『茅ヶ崎らしさ』を高める都市づくり】

まち中で過ごせる居場所を多くつくることにより

「多世代」の「交流」と「つながり」を創出

＜将来都市像＞
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第３章 将来都市像  ～こんな都市をめざします～                                       

 

「多世代が共生できる住みたい、住み続けたいまち」 

～みんなで育む やすらぎとにぎわいのある快適環境都市～ 

 

温暖な気候の下で屋外での生活を楽しみながら、豊かな自然や利便性の高い都市機能などの多様な 

まちの魅力をライフスタイルに応じて使い分けることができ、また、様々なライフステージの人々がお互いに 

支えあいながら、いきいきと活躍できる都市をめざします。 

 私たち（市民・事業者・市）は、めざすべき将来の都市のイメージを共有し、その実現に向けて一緒に 

都市づくりを進めます。 

 

『将来の都市のイメージ』 

小さなまちだけど、このまちには海や里山、魅力的なお店やまちなかの公園など出かけたくなる場がたくさんあって、

その時の気分で使い分けられる。 

しかも、そのどれもが居心地がいいから、リラックスできる。 

 

そして、そんな場所が徒歩や自転車で行くことができる距離にあるから、時間を気にせず気軽に出かけられるし、

移動中も風や樹木などから季節を感じたりできて楽しい。 

 

だからこのまちの日常には、ベンチで読書したり、友人と買い物を楽しんだり、徒歩や自転車でまちを散策したり

しながら、ゆったりと自由にそれぞれの時間を楽しむ老若男女の健やかな姿がある。 

 

このまちには、平日・休日に関係なくいつも色んな人がいるから、まちに賑いがある。 

駅の周辺では、ショッピングを楽しんだり、趣味を楽しんだり、学びを深めたりしている。 

住宅地の周辺では、お年寄りから子供まで幅広い人たちのふれ合いの場がいくつもあって活気があるし、地元の

商店街は地域の人たちで賑わっている。最近もまた、新しいお店が増えた。 

 

そうした暮らしの中で、人々が出会い、交流し、いつしか繋がりが生まれている。 

そして、そんな日々の積み重ねの中で、性別や世代やバリアを越えた支えあいの基盤が自然と築かれている。 

 

自分らしくゆったりと自由に過ごせる環境と、人々の支えあいの基盤の中で、若者は自分に合った働き方をしな

がら生き生きと子育てを楽しんでいるし、高齢者は自分の経験を活かして地域貢献をしたり働いたりしながら、生き

がいをもってセカンドライフを楽しんでいる。 

そして、そうした大人の姿を見た子供たちは、これからもずっとこのまちに住み続けたいと感じている。 
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第 4章 基本理念                                           

1．基本理念  ～今後の都市づくりで意識すること～ 

 

■ユニバーサルデザイン（※用語説明）に配慮し、市民生活の「安全性」「快適性」「利便性」を支えるととも

に、地域や経済の活力の創出と、人々の支え合いの基盤の構築を推進します。 

■環境に配慮するとともに、みどりを様々な機能を持つ「グリーンインフラストラクチャー」と捉えて活用します。 

■「『茅ヶ崎らしさ』を高める事項」を市民・事業者・市が共有して、まちを育むことで多世代が共生できる都市を

めざします。 

 

 

2．都市づくりの目標 ～将来都市像を支える３つの目標～      

将来都市像の実現に向けて、「基本理念」を踏まえた 3 つの都市づくりの目標を設定します。 

それぞれの目標は、一つひとつ独立して達成されればよいものではなく、相互に連携・補完する関係性を持つも

ので、市民・事業者・市の連携のもと展開していきます。 

 

 

基本方向１  多様な個性と自然と文化が共生する都市づくり 

～まちの資源に磨きをかけていくことで魅力ある都市空間に～ 

 

本市は、海岸や河川、農地などの市民が魅力に感じる豊かな自然環境と様々な都市機能がバランス良く近

接している都市空間が形成されています。この都市空間の中での自分らしく心地良い暮らしの積み重ねにより、

様々な文化が培われてきました。 

今後は、高齢化率の高まりとともに昼間人口の増加が予測されます。また、働き方改革などの影響により、多く

の時間を本市で過ごす人が増加すると予測されます。 

    こうした変化を踏まえ、豊かな自然環境やこれまで培ってきた文化や自分らしく心地良く暮らしていける環境を大 

   切にするとともに、みんなでまちの資源の質の向上を図り、魅力的な都市空間を形成して次世代へ継承します。 

 

 

基本方向２  地域や経済の活力が「茅ヶ崎」の魅力を育む都市づくり 

～にぎわい生み出すことでまちやひとが元気に～ 

 

さがみ縦貫道路の開通等による広域的な交通ポテンシャルの向上により、今後はより広範囲から本市を訪れる

人が増加すると予想されます。こうした中、柳島向河原地区では道の駅や柳島スポーツ公園などの集客施設の

整備を進めており、また、萩園字上ノ前地区ではインターチェンジ付近というポテンシャルを活かした産業系土地利
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用への転換を進めています。 

こうした状況を踏まえ、地域と経済の活力をさらに向上させるために、鉄道駅を中心とした都市拠点（茅ケ崎

駅周辺、辻堂駅周辺、香川駅周辺）や生活・防災拠点（浜見平地区）においては商業・業務・サービス機

能・行政機能などの充実を図り、また、里山や国道 134 号沿道においては自然とのふれいあいやスポーツ・レクリ

エーションなどを通じて人々が交流を育むことができる施設の整備を進めます。 

さらに、それらを快適で楽しめる移動環境でつないで人の流れを作ることで、市民・来街者の消費活動を促進

するとともに、身近な場所における市民の就労機会の創出を図ります。こうした取り組みは、地域や経済の活力

向上のみならず、まちの資源を再発見し、その質を向上させていこうとする機運やまちに対する愛着の醸成にも繋

がります。 

また、住宅地においては、地域の人々が集まりやすい場所やオープンスペースを活用した交流・活動の場の創

出により人と人とのつながりがある都市をめざします。 

 

 

基本方向３  安全・安心、快適、便利な市民生活が実現できる都市づくり 

～日常生活に必要な都市機能を向上し質の高い暮らしができる住環境に～ 

 

これまで本市では環境に配慮しながら、「安全・安心」、「快適」、「便利」の視点から都市づくりを推進してきま

した。こうした考え方は今後も必要であるため、新たな社会情勢の変化に対応しながらも、引き続き継承していき

ます。 

「安全・安心」については、地震や水害等の災害対策や地域の防犯対策の強化とともに、今後、増加が予

想される空き地や空き家対策なども重要となってきます。 

「快適」については、徒歩や自転車で快適に移動できる環境づくり、魅力ある居心地のよい公共空間の創出、

暮らしに潤いをもたらすみどりの保全・再生・創出などが重要です。 

「便利」については、地域特性に応じた日常生活に必要な都市機能を住宅地周辺に配置するとともに、乗

合交通・鉄道の利便性向上や道路網の整備が重要となります。 

こうした視点で、まちを再点検し、日常生活に必要な都市機能を向上させて質の高い暮らしができる住環境の

形成をめざします。 

 

  
＜体系イメージ図（仮）＞ 

＜将来都市像＞

基
本
方
向
１

＜都市づくりの目標＞

基
本
方
向
２

基
本
方
向
３

＜基本理念＞

＜分野別の取り組み方針＞

＜地域別の取り組み方針＞



－45－ 

3．将来都市構造  ～これからの都市づくりの骨格となるものを表現すると？～ 

 

「多世代が共生できる住みたい、住み続けたいまち」の実現に向けて、北部丘陵、農地、河川や海岸等のみど

りの保全・整備をめざします。また、都市機能を支える幹線道路網の整備を推進するとともに、茅ケ崎駅をはじめ

とする鉄道駅を中心とした都市拠点、生活・防災機能を持つ拠点、海岸や緑地などの豊かな自然・景観を活か

した交流拠点、景観拠点の形成をめざします。 

 

（1）水とみどりのつながりの形成 

海岸、河川や丘陵は、本市の都市イメージを形成する代表的な自然資源及び景観資源となっています。 

そこで、海岸や河川、北部丘陵の南面に広がる斜面緑地を「水とみどりのつながり」として形成し、豊かな自

然や魅力ある景観の保全・整備をめざします。また、「水とみどりのつながり」を中心として生態多様性を保全し、

豊かな自然に恵まれた都市づくりをめざします。 

 

（2）幹線道路網の整備と歩行者に配慮した交通体系の形成 

国道 1 号を中心として形成されてきた市街地構成や幹線道路網を考慮し、東西方向及び南北方向の幹

線道路網を、格子型に結び、骨格道路として形成をめざします。広域的に都市間を連絡する国道 134 号は、

柳島向河原地区などの整備や中海岸漁港地区、ヘッドランド周辺の交流を育む場であることから、「広域交流

軸」として位置づけます。 

特に環状道路の整備を進め、茅ケ崎駅周辺への通過交通の削減、人にやさしく環境に配慮した都市づくり

を進めるとともに、歩行者や自転車を中心とした交通体系への転換をめざします。 

 

（3）都市拠点と生活防災機能を持つ拠点、交流拠点、景観拠点の形成 

茅ケ崎駅周辺、辻堂駅西口周辺及び香川駅周辺については、「都市拠点」として位置づけ、これまでの都

市づくりを促進します。さらに、浜見平地区においては、地域の「生活・防災の機能を持つ拠点」として位置づけ

機能を拡充していきます。 

また、自然環境や歴史的資源の保全を含め、人と人との交流を育むポイントについては「交流拠点」として

位置づけるとともに、商業・業務・サービス機能や行政機能の集積がみられ、特に景観形成を図るポイントにつ

いては「景観拠点」として位置づけます。 

 

（4）地区特性に配慮したゾーンの形成 

茅ケ崎駅周辺や辻堂駅西口周辺を中心とする市街地周辺については、「商業・業務系ゾーン」として、商

業・業務・サービスなどの都市機能の集積を図るとともに、周辺に広がる市街地については、地区の特性にも配

慮しながら、「住居系ゾーン」「住工調和ゾーン」「工業系ゾーン」として、土地利用を維持し良好な市街地の形

成をめざします。 

また、主要な公園や緑地及び北部丘陵については、「緑地・公園ゾーン」として豊かな緑地環境の保全を図

ります。さらに、農地が広がる地区については、「農地・集落ゾーン」として地域環境の保全・整備をめざします。  
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4．分野別の取り組み方針 

4－1 土地利用の方針 ～多様なライフスタイルを支えるまち～            

4-1-1 土地利用の現状 

 本市は都心部から電車で１時間程度で移動できる距離にあり、海や山などの自然に恵

まれた住宅都市です。 

 市街化区域の人口密度は近隣市町と比べると高く、また、鉄道駅を中心に適度に都市

機能が集約されています。 

 快適な住環境の実現のため、建築物の高さや敷地面積の最低限度に関するルールを定

め、建築時に適正な誘導を行っています。 

 多様な都市機能の充実化や本市の活力を創出するため、便利で快適な生活を支える

拠点の形成を進めています。 

 さがみ縦貫道や国道１３４号などの広域的な幹線道路の整備を受け、新たな交通が

創出されています。 
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4-1-2 目指す方向と考え方 

  

 「自然環境」、「住宅地」、「都市拠点」などを適正に配置し、住みたい、住み続けたいまち

をめざします。 

 住宅地は、快適な環境を守りつつ、あわせて生活の質の向上のために、生活に必要な都

市機能や人と人が交流できる場が身近にあるまちをめざします。 

 生活に必要な都市機能のみならず様々な都市機能が集約し、居心地の良い時間を過

ごすことができる拠点の形成をめざします。 

 自然とのふれあいやスポーツ・レクリエーションなどを通じて人と人が交流を育むことができる

拠点の形成をめざします。 

 

 

（1）地域特性を生かしたまちづくり 

 自然環境、住宅地、業務地等において、各地域で培われた特性を生かしたまちづく

りをめざします。 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

 都市拠点においては都市機能の集約を誘導していくとともに、交流拠点においては訪

れたくなる環境づくりをめざします。 

 

 

 

 

         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～多様なライフスタイルを支えるまち～ 
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4-1-３ 土地利用の方針 

 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、河川、海岸、農地などの整備・保全を

めざします。 

 住民一人ひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維

持・向上をめざします。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持・整備をめざします。 

 工業・業務の操業環境などの維持・向上をめざします。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情

勢の変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

 

 

○都市機能の集約の促進 

 茅ケ崎駅周辺、辻堂駅周辺、香川駅周辺の都市拠点および浜見平地区の生活・防災

拠点における、商業・業務・サービス機能・行政機能などの保全や向上をめざします。 

 

○訪れたくなる環境づくり 

 魅力ある空間整備を進めることにより、人々が訪れたくなる拠点の形成をめざします。 

 自然とのふれあいやスポーツ・レクリエーションなどを通じて、人と人が交流を育むことができる

施設の整備を進めます。 

 

  

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 
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4－２ 交通体系整備の方針 ～楽しく快適に移動できるまち～             

4-２-1 交通体系整備の現状 

 「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」を策定し、民間事業者等と連携して事業を推進するとと

もに、歩行者空間については、歩道の整備や段差の解消等を進めています。 

 自転車の走行環境づくりは、「第 2 次ちがさき自転車プラン」や「茅ヶ崎市幹線道路維持

保全計画 自転車ネットワーク計画」を策定し、自転車走行空間の整備やサイクルアンド

バスライドを設置しています。 

 乗合交通については、交通事業者と連携し、公共交通の利用促進に係る取り組みを実

施しています。平成１４年にコミュニティバスの運行を開始し、住民ニーズを把握しながら、

運行の改善を実施しています。また、北部地域においては予約型乗合バスの運行を開始

しました。 

 鉄道交通については、相模線の複線化を目指した調査研究活動などを通し、国や鉄道

事業者への要望活動を実施しています。 

 高齢者の増加に伴い公共交通への期待は高まっており、持続可能な交通網の形成が重

要な課題となっています。 
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4-２-2 目指す方向と考え方 

  

 足を運びたくなる拠点の形成とともに、それらをつなぐ移動環境として、歩行者・自転車・

公共交通を主体としたバランスのとれた交通体系の形成をより一層推進します。 

 過度に自動車に依存しなくても移動ができ、かつ移動しやすい交通体系の形成をより一

層推進します。 

 移動そのものが、健康づくりや人との交流、まちの資源の発見等につながるような暮らしを

楽しむことができる移動環境の形成をめざします。 

 

 

（1）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

 交通の基礎となる都市の骨格的な道路の整備とともに、それらを補完する市道の整

備に努めます。また、市が管理する道路・橋りょうの長寿命化を進めます。 

（2）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

 環境面への配慮から、また、高齢者などの移動手段を確保するため、公共交通を状

況に応じて選択することができる環境を形成していきます。 

（3）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

 日々の移動が楽しく、外出意欲が増すような交通体系及び歩行空間、自転車走行

環境の形成をめざします。 
 

  

～楽しく快適に移動できるまち～ 
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4-２-３ 交通体系整備の方針 

 
 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめ

ざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通

車両を抑制し、区域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路の整備を進めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路

については、優先的に歩道の整備を進めます。 

 

 

  

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を

踏まえ、だれもが利用しやすい乗合交通となるような利用環境の形成に努めます。 

 都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等の情報をわかりやすく案内す

ることで、気軽に外出できる環境の形成を進めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場を適正に管理をするとともに、新た

な設置に向けて検討します。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性

の確保についてさらに鉄道事業者に働きかけます。 

 相模線については、寒川町倉見地区に誘致を進めている東海道新幹線新駅や、同地

区と平塚市大神地区で一体的に進めるツインシティ構想と連携し、香川駅における車両

の行き違いができる施設の設置を検討するとともに、相模線の複線化及び（仮称）西久

保新駅の設置などを鉄道事業者に働きかけます。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）過度に自動車に依存しない交通体系の形成  

（1）安全で快適な道路交通の基盤づくり  
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○乗合交通に関する取り組み 

 PR や利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通

をめざします。  

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくな

る歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性

のある歩行者空間の形成に努めます。 

 駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化など、歩行者

が安心して通行することができる環境整備をめざします。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用

促進を図り、風を感じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、

警察などと連携をとりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進め

ます。 

 鉄道事業者や事業所などに働きかけ、駅周辺や商業施設周辺に小規模な自転車駐車

場などの設置を促進し、自転車などの利用者の利便性向上をめざします。また、放置自

転車の規制に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）暮らしを楽しむ移動環境の形成 
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4－３ 自然環境保全・緑地整備の方針 ～人と生きものが共生するみどりのネットワーク～ 

4-３-1 自然環境保全・緑地整備の現状 

 本市のみどりは北部丘陵や海岸、河川、農地、公園・街路樹・住宅地に残された樹林な

どのまちのみどりから構成されています。 

 平成 20年度頃までは農耕地の減少などにより緑被率が低下しましたが、平成２０年度

以降は微減傾向です。 

 地域の専門家や市民の協力を得て、自然環境評価調査を実施し、生きものの生育・生

息状況を定期的に把握しています。 

 重要な自然環境を保全するため、特別緑地保全地区を指定しました。（清水谷特別

緑地保全地区、赤羽根字十三図周辺特別緑地保全地区） 

 市街地のみどりを維持・保全するため、保存樹林・保存樹木の指定や、生け垣の築造へ

の助成、グリーンバンクなどの取り組みを実施しています。 

 本市のみどりの将来のあるべき姿と、それを実現するための施策を示した「茅ヶ崎市みどりの

基本計画」を平成 3０年度に見直しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２９年１１月の庁内照会内容を反映したもの】 
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4-３-2 目指す方向と考え方 

  

 心を豊かにし、生活を支えるみどりの充実をめざします。 

 生物多様性を保全し、次世代へ継承します。 

 みどりを多様な機能を持ったグリーンインフラストラクチャーととらえ、市民との協働により、み

どりのネットワークを形成していきます。 

 

 

（1）人々が身近にふれあうみどりの充実 

 公園整備の推進とともに、公共施設、民有地、農地、河川、海岸などの身近なみど

りの保全・再生・創出を進めます。 

（2）生きものが生育・生息するみどりの確保 

 特に重要度が高い自然環境の保全とともに、生態系ネットワークの形成を進めます。 

（3）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

 市民や事業者などと連携しながら、みどりの保全に関する活動を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～人と生きものが共生するみどりのネットワーク～ 
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4-3-３ 自然環境保全・緑地整備の方針 

  

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりと

のふれあいの機会の提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができ

るまちづくりを進めます。また、みどりの保全・再生・創出における生物多様性への配慮をめ

ざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 樹林や農地、公園・緑地などのみどりと一体的に連続した河川のみどりのネットワークを形

成するために、市民・事業者・行政の協働による取り組みをめざします。 

 海浜植物など海岸固有の生きものが生息・生育する海岸環境の保全・再生をめざしま

す。 

 農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景

観形成、環境学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与

する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効

果を持つ街路樹や市街地の樹林等の保全を推進します。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもか

げを残すマツの林などの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用し

た人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

【平成２９年１１月の庁内照会内容を反映したもの】 
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○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 北部丘陵や河川・海岸・農地・まちのみどりは、引き続き保全・再生を進めます。 

 自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付けられた清水谷(しみず

やと)や柳谷(やなぎやと)などを生態系ネットワークの核（コア）として保全し、多様なみど

りとともに生態系ネットワークの形成をめざします。また、自然環境評価調査の実施による

生きものの生息・生育状況の把握に努めます。 

 

 

 

 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、

人と人が出会う機会の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、

みどりと人々が出会う市民参加のしくみの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や

学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の

場の創出をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 
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4－４ 都市景観形成の方針 ～軽やかな気持ちで過ごせる空間をつくる～     

4-４-1 都市景観形成の現状 

 本市の景観的特徴は、自然環境と重要な文化財がまとまっている北部丘陵地域、住宅

地、史跡、田畑など様々な顔を見せる中部地域、相模湾に面し旧別荘地等の面影を残

す海岸地域、商業・業務及び行政機能が集積する中心市街地と、４つゾーンに分かれ

ています。 

 景観計画では、ゾーンの特徴を踏まえ、各ゾーンの景観の骨格をつくる所を、景観拠点、

景観ベルト、景観ポイントに設定し、景観形成の方針を定めています。 

 景観拠点については特別景観まちづくり地区に、景観ベルトや景観ポイントについては景

観資源に指定し、景観形成を進めてきました。 

 景観拠点、景観ベルト、景観ポイントで行われる事業等については、民間の大規模土地

利用等も含め、景観協議を行っています。 

 街を彩るサインについては、屋外広告物条例と、茅ヶ崎市公共サインガイドラインにより街

なみに調和したサインの規制・誘導を進めています。 

 景観形成を市民主体で進めている景観まちづくり市民団体等の活動を支援してきまし

た。 

  



－59－ 

4-４-2 目指す方向と考え方 

  

 人口・世帯減少、高齢化などの社会状況の変化とともに、３次活動(※)に費やす時間

が増えるなど人々の生活スタイルが変化しています。人それぞれの生活スタイルに応じて、

街なかで心地よく過ごすことができる居場所をつくることが本市の景観まちづくりです。様々

な資源を活かし、遊び、会話、食事などの多様なシーンを楽しむことができる空間づくりを

進めます。 

 

 

（1）景観資源と眺望を守り、継承する 

 歴史的遺産、眺望景観などを財産として守り、次世代への継承をめざします。 

（2）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

 散歩を楽しんだり、人と交流したり、リラックスできる空間を創出することにより、屋外の

生活を楽しむことを文化として定着させることをめざします。 

（3）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

 空間デザインなど表面的な部分だけでなく、空間の利活用、ソフト面での取り組みな

どの魅力を創出する工夫を取り入れながら、景観まちづくりを進めます。 

 

  

～軽やかな気持ちで過ごせる空間をつくる～ 
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4-４-３ 都市景観形成の方針 

 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定

を進めます。また、指定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 

○眺望景観の保全 

 景観模擬実験等により、魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

○歴史的史跡の保全 

 下寺尾・堤地区に残る歴史的資源を保全するとともに、それらについて学び、楽しめる空

間づくりを進めます。 

 遺産を活用した新たな活動を展開により、北部の文化的価値の向上をめざすとともに、市

内外への魅力の発信を進めます。 

 歴史的価値のある建造物の保存・活用や、浜見平地区や道の駅などの新たな拠点づくり

に併せて、海岸地域の文化を体感・発信する公共空間づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 都市拠点、大規模な開発行為等の整備に併せて、緑陰空間、ベンチの設置など人が集

える公開空地や公共空間の創出を進めます。 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に

併せて、 人々が行きたいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

（2）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

【平成２９年１１月の庁内照会内容を反映したもの】 
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○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めま

す。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方

針に基づき、広告物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む

人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出

掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せ

て進めます。  

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する  
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4－５ 住環境整備の方針 ～心地よく・住みよいまち～                

4-５-1 住環境整備の現状 

 本市は、高度経済成長期に急激に人口が増加し、住宅都市として急激に成長した結果、

急激なまちの成長にインフラ整備が追い付かず、計画的な市街地整備や道路整備が行

われないまま市街地が拡大しました。 

 平成 20年のちがさき都市マスタープランでは、快適な住環境の整備、衛生環境の向上と

水質保全、浸水被害の軽減・解消、地域の防犯力の向上、防犯に配慮した市街地環

境の形成を住環境整備の方針として位置付け、施策を推進してきました。 

 少子高齢化が進んでいく中で、住宅に係る課題に取り組んでいくため、「茅ヶ崎市住まい

づくりアクションプラン」を策定するとともに、「豊かな長寿社会に向けたまちづくり基本方針」

及び「茅ヶ崎市空家等対策計画」を策定しました。 

 市民満足度調査等の結果によると、住環境整備の達成度合いはまだ十分でない状況で

す。 

 道路・下水道・公園の整備、住宅の耐震化・不燃化等の都市基盤整備がまだ十分でな

い状況です。 

 人口減少に伴う住宅の余剰、高齢化の進展による相続の発生や施設入所者の増加等

により、今後、空き家や空き地等のさらなる増加が予測されます。 
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4-５-2 目指す方向と考え方 

 

  

 ライフスタイルやライフステージに応じて、「心地良く・住みよいまち」で暮らしていけるよう、

「茅ヶ崎市住まいづくりアクションプラン」や「茅ヶ崎市空家等対策計画」、「豊かな長寿社

会に向けたまちづくり基本方針」に基づき、住環境の維持・向上をめざします。 

 今後増加が予測される空き家については、地域課題とならないよう住環境の保全をめざし

ます。 

 道路・下水道・公園等の都市基盤整備を引き続き進めます。 

 地域の防犯力の向上や防犯に配慮した市街地環境の形成により、安全・安心な住環境

づくりを進めます。 

 高齢者や障害者等を含めたすべての市民が地域で安心して暮らせる住環境づくりを進め

ます。 

 個別の建築物については、安全面で耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善、耐久性

や省エネルギー、形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進しま

す。 

 

 

（1）快適な住環境の形成 

 今後増加することが予測される空き家・空き地等への対応を進めます。また、快適な

住環境の形成のために都市基盤整備を引き続き進めます。 

（2）安心して住み続けられる住環境の形成 

 ハード・ソフト面の防犯対策とあわせ、誰もが安心して地域で住み続けられるよう、生

活支援に係る情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットを構築をめざします。

また、既存住宅の耐震化・不燃化・バリアフリー化や、耐久性や省エネルギーなどの品

質と性能が高い住宅の供給を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～心地よく・住みよいまち～ 



－64－ 

4-５-３ 住環境整備の方針 

 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施

設の活用により、人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防及び、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に

係る跡地の利活用をめざします。 

 

○都市基盤整備の推進継続   

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き進めるとと

もに、だれもが快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を進めるとともに、整備が完了した

区域においては、住宅などの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、

合併処理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高い区域においては公共下水

道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、

下水道サービスを常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の

計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）快適な住環境の形成 

【平成２９年１１月の庁内照会内容を反映したもの】 
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○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する地域住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に

係る情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

     

 

    ○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促

進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、

耐久性・省エネルギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進

します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 
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4－６ 都市防災の方針 ～強さとしなやかさを備えた安全・安心なまち～      

4-６-1 都市防災の現状 

 本市は、高度経済成長期に人口が急増し、住宅都市として急激に成長した結果、まち

の成長にインフラ整備が追い付かず、計画的な市街地整備や道路整備が十分に行われ

ないまま、市街地が拡大しました。 

 平成２０年度に実施した地震による地域危険度測定調査では、木造住宅が集積する

延焼リスクが高いクラスター（延焼運命共同体）が存在しており、大規模地震時に延焼

リスクが高い市街地が市内に広く形成されていることが分かりました。特に、東海道本線南

側の地域では、約１万棟で構成されるクラスターが近接して存在していることが判明しまし

た。 

 大規模な災害に対応するためには、災害に強い都市基盤の構築が必要であるとともに、

近年の大震災の経験から、自らの生命を守るためには自助・共助の重要性がクローズアッ

プされており、市民一人ひとりの防災意識の向上と、地域が主体となる防災活動の強化

支援を行ってきました。 

 以上のことから、大規模な災害に対応するためには、災害に強い都市基盤の整備や体制

の構築を進めるとともに、防災まちづくりワークショップの実施などをとおして、自助・共助・公

助の取り組みを進めてきました。 

 また、被災後の速やかな復興のために、平常時から復興の考え方や進め方をあらかじめ整

理するために復興事前準備の検討に着手しました。 
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4-６-2 目指す方向と考え方 

  

 地域危険度測定調査等の市街地の災害リスクとその変化を把握し、災害時における物

的・人的被害を軽減させる取り組みを進めるとともに、災害リスクが高まりそうな市街地に

対しては未然に防止する取り組みに努めます。 
 災害時の避難行動や消防等の応急対応活動、復旧活動を支える都市機能（避難生

活機能、交通機能、防災拠点機能等）を被災後も維持できる都市づくりを進めます。 
 速やかな復興への移行のために、災害によって、都市の機能や建物等に被害が生じた場

合の応急・復旧対応と連動した取り組みをめざします。 
 これらを進めるためには、地域社会と市民の協力が不可欠です。そこで、災害に備えた地

域社会の実現に向け、自助・共助による取り組みを促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

 災害時の被害を軽減するため、災害に強い都市基盤の整備をめざします。また、被

災後に必要となる様々な都市機能が維持されるよう整備を進めます。 

（2）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

 被災後に速やかに復興に向けた行動がとれるように、平常時から被災後の復興を想

定した取り組みを進めます。 

（3）自助・共助による取り組みの促進 

 市民一人ひとりの防災意識の向上とともに、自治会や自主防災組織などと連携した

地域による共助の体制づくりを促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～強さとしなやかさを備えた安全・安心なまち～ 
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4-６-３ 都市防災の方針 

 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについ

て長寿命化を進めます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす

緊急輸送路を補完する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土

地所有者に積極的に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 避難所や医療拠点等から流域下水道終末処理場を結ぶ管路や緊急輸送路に埋設さ

れた管路などの地震対策を進めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多

くの人が利用する建築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 隣接する自治体及び国・県との連携により、相模川、小出川の河川改修や適正管理を

進めます。 

 浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠やポンプ場の整備、下流側の河川の

整備状況を踏まえて、市が管理する千ノ川や駒寄川の護岸整備を進めます。また、宅地

内雨水の流出抑制を促進します。 

 

     ○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子

メール、ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

      

     ○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、

災害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 災害による被害を軽減するため、延焼遮断帯や避難所・避難場所などの防災上の空間

の確保や機能の拡充に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地

への防災効果を踏まえた計画への誘導をめざします。 

  

 

 

 

 

 

 

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

【平成２９年１１月の庁内照会内容を反映したもの】 
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○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時

間を費やすことが想定されるため、災害リスクが高いエリアを先行して国県及び近隣市と連

携しながら地域の骨格となる官民境界等の明確化に努めます。 

 

 

 

 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状

化等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周

知を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや

運営を行う体制の構築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難

行動要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、

防災訓練の実施などの地域の防災活動を支援します。 

 

 

 

 

 

  

（３）自助・共助による取り組みの促進 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 
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第 5章 地域別の取り組み方針                                 

 

１．地域区分 

地域別の取り組み方針は、①地形等の自然的条件、②土地利用としてのまとまりや一体性、③鉄道や幹線

道路などの配置、④平成 20年（2008年）に改定した「ちがさき都市マスタープラン」の地域区分などを総合的

に勘案し、以下の 7地域に区分して都市づくりの方向性を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都心的機能を持った 
にぎわいのあるまち 

良好な生活文化を持っ
た風格のある海辺のまち 

自然環境と良好な住宅地
が共生するまち 

みどりと共生した都市機能
を持つまち 

ニューライフ＆カルチャーを支援する
みどり豊かな湘南の里 

川と杜をとりこんだ 
良好なまち 

ウォーターフロントとして多様
な交流を育む開放的なまち 

 ：地域の将来都市像 
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２．「分野別の取り組み方針」と「地域別の取り組み方針」の関係一覧表 

「分野別の取り組み方針」と７地域における「地域別の取り組み方針」に関する一覧になります。 

「●」部分は、「分野別の取り組み方針」に対する該当地域になり、都市づくりの方針を記載しています。   

「－」部分は、「分野別の取り組み方針」の該当しない地域となります。 

なお、地域によっては、「分野別の取り組み方針」を地域特性に応じた表現に変えて、都市づくりの方針を記載

しています。 

 

 

【土地利用】 
～多様なライフスタイルを支えるまち～ 

中心 

市街

地 

南東部 南西部 北東部 北西部 

北部 

中央 

北部 

丘陵 

（１）地域特性を生かしたまちづくり  

 ○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり  

 ●本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、河川、

海岸、農地などの整備・保全をめざします。 ● ● ● ● ● ● ● 

 ●住民一人ひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度

を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざします。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業

地の維持、整備をめざします。 ● ● ● ● ● ● ● 

 ●工業・業務の操業環境などの維持・向上をめざします。 

● ― ● ● ● ― ― 

 ●工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩

序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特性に

応じた適正な土地利用を誘導します。 

● ● ● ● ● ● ● 

（２）足を運びたくなる拠点の形成        

 ○都市機能の集約の促進        

 ●茅ケ崎駅周辺、辻堂駅周辺、香川駅周辺の都市拠点

および浜見平地区の生活・防災拠点における、商業・業

務・サービス機能・行政機能などの保全や向上をめざしま

す。 

● ● ● ● ― ● ― 

 ○訪れたくなる環境づくり        

 ●魅力ある空間整備を進めることにより、人々が訪れたくな

る拠点の形成をめざします。 ● ● ● ● ― ● ● 

 ●自然とのふれあいやスポーツ・レクリエーションなどを通じて、

人と人が交流を育むことができる施設の整備を進めます。 ― ● ● ● ― ― ● 
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【交通体系整備】 
～楽しく快適に移動できるまち～ 

中心 

市街

地 

南東部 南西部 北東部 北西部 

北部 

中央 

北部 

丘陵 

（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり  

 ○道路網等の整備と維持管理  

 ●周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市

へ出入りできる道路の整備をめざします。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの

道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区域内

の環境を良好に保全することに努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道

路の整備を進めます。 
● ● ● ― ● ● ― 

 ●幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努め

ます。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、

交通量が多く歩道のない道路については、優先的に歩道

の整備を進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成        
 ○乗合交通の利便性向上        

 ●交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮や

ユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用のしや

すい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経

路等の情報をわかりやすく案内することで、気軽に外出で

きる環境の形成を進めます。 

● ● ● ● ― ● ― 

 ●バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の

適正な管理をするとともに、新たな設置に向けて検討しま

す。 

― ● ● ● ● ● ● 

 ○鉄道の輸送力増強        
 ●東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、

東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさらに鉄

道事業者に働きかけます。 

― ― ― ― ― ― ― 

 ●相模線については、寒川町倉見地区に誘致を進めている

東海道新幹線新駅や、同地区と平塚市大神地区で一

体的に進めるツインシティ構想と連携し、香川駅における

車両の行き違いができる施設の設置を検討するとともに、

相模線の複線化及び（仮称）西久保新駅の設置など

を鉄道事業者に働きかけます。 

― ― ― ― ● ● ― 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成        
 ○乗合交通に関する取り組み        

 ●PR や利用促進キャンペーンなどを通じて、子供から高齢

者まで皆から愛される公共交通を目指します。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ○歩行者空間・自転車利用環境の整備        
 ●歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩

行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整備を

進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、

連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基

づくバリアフリー化など、安心して歩行者が通行することが

できる環境整備をめざします。 

● ● ― ● ― ● ― 

 ●「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整

備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感じ、暮

らしを楽しめる環境整備に努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利

用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携をとり

ながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対

策を進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●鉄道事業者や事業所などに働きかけ、駅周辺や商業施

設周辺に小規模な自転車駐車場などの設置を促進し、

自転車などの利用者の利便性向上をめざします。また、

放置自転車の規制に努めます。 

● ● ― ● ― ● ― 
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【自然環境保全・緑地整備】 
～人と生きものが共生するみどりのネットワーク～ 

中心 

市街地 
南東部 南西部 北東部 北西部 

北部 

中央 

北部 

丘陵 

（１）人々が身近にふれあうみどりの充実  

 ○身近なみどり  

 ●公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保

全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の提

供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送るこ

とができるまちづくりを進めます。また、みどりの保全・再生・

創出における生物多様性への配慮をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○立地ごとのみどり        
 ●樹林や農地、公園・緑地などのみどりと一体的に連続した

河川のみどりのネットワークを形成するために、市民・事業

者・行政の協働による取り組みをめざします。 

● ― ● ● ● ● ● 

 ●海浜植物など海岸固有の生きものが生息・生育する海岸

環境を保全・再生をめざします。 
― ● ● ― ― ― ― 

 ●農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、

生きものの生息・生育空間、景観形成、環境学習やレク

リエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に

寄与する取り組みを進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり        
 ●みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している

水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や市街地

の樹林等の保全を進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出        
 ●本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期

以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林などの

保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどり

を活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保        
 ○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成        

 ●北部丘陵や河川・海岸・農地・まちのみどりは、引き続き

保全・再生を進めます。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●自然環境評価調査において特に重要な自然環境として

位置付けられた清水谷(しみずやと)や柳谷(やなぎやと)な

どを生態系ネットワークの核（コア）として保全し、多様な

みどりとともに生態系ネットワークの形成をめざします。ま

た、自然環境評価調査の実施による生きものの生息・生

育状況の把握に努めます。 

― ― ● ● ● ― ● 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり        
 ○多様な主体との連携        

 ●自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用すること

で、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会の創

出をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情

報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会う市

民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育

成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関でのみど

りや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教

育の場の創出をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 
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【都市景観形成】 
～軽やかな気持ちで過ごせる空間をつくる～ 

中心 

市街地 
南東部 南西部 北東部 北西部 

北部 

中央 

北部 

丘陵 

（１）景観資源と眺望を守り、継承する  

 ○景観資源の保全と活用  

 ●自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資

源について景観資源への指定を進めます。また、指定にあ

たっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定しま

す。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○眺望景観の保全        
 ●景観模擬実験等により、魅力ある眺望の保全を進めま

す。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ○歴史的史跡の保全        
 ●下寺尾・堤地区に残る歴史的資源を保全するとともに、

それらについて学び、楽しめる空間づくりを進めます。 
― ― ― ― ― ― ● 

 ●遺産を活用した新たな活動の展開により、北部の文化的

価値の向上をめざすとともに、市内外への魅力の発信を

進めます。 

― ― ― ― ― ― ● 

 ●歴史的価値のある建造物の保存・活用や浜見平地区や

道の駅などの新たな拠点づくりに併せて、海岸地域の文

化を体感・発信する公共空間づくりを進めます。 

― ● ● ― ― ― ― 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる        
 ○魅力ある公開空地や公共空間の創出        

 ●都市拠点、大規模な開発行為等の整備に併せて、緑陰

空間、ベンチの設置など人が集える公開空地や公共空間

に創出を進めます。 

● ● ● ● ● ● ― 

 ●道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に

基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行きたいと

感じる施設づくりを進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する        
 ○街なみに調和し、魅力あるサインの整備        

 ●茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋

外広告物の規制誘導を進めます。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域について

は、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告物の形

態を誘導します。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデ

ザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で

過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きた

い、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築        
 ●公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信

の方法等を、空間づくりに併せて進めます。 
● ● ● ● ● ● ● 
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【住環境整備】 
～心地よく・住みよいまち～ 

中心 

市街地 
南東部 南西部 北東部 北西部 

北部 

中央 

北部 

丘陵 

（１）快適な住環境の形成  

 ○良好な住環境の形成  

 ●高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する

住環境の整備をめざします。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公

民館、小・中学校などの公共施設の活用により、人々の

交流の場づくりをめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○空き家・空き地等への施策推進        
 ●空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、

空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活用を

進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○都市基盤整備の推進継続        
 ●道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、

維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが快適

に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努め

ます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消

に努めます。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行

うとともに、整備が完了した区域においては、住宅などの排

水設備の接続を促進します。市街化調整区域において

は、合併処理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効

果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に

努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に

起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを常に

確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場

など）の計画的な改築に努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●都市公園については、長寿命化計画により、公園施設の

維持管理を進めます。 
● ● ● ● ● ● ● 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成        
 ○地域の見守りの推進        

 ●犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード

面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域住民に

よる見守りを促進します。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○セーフティネットの構築        
 ●高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよ

う、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有される住

まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○住宅改善と良質な住宅供給の促進        
 ●大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して

必要な支援や制度の導入を促進します。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー

化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネルギー・

形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給

を促進します。 

● ● ● ● ● ● ● 
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【都市防災】 
～強さとしなやかさを備えた安全・安心なまち～ 

中心 

市街地 
南東部 南西部 北東部 北西部 

北部 

中央 

北部 

丘陵 

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる都市

づくり 

 

 ○地震に強い都市基盤の整備  

 ●災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のた

め、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進めます。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ●災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資

供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完する

道路、避難路の整備を進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●狭あい道路については、災害時における避難路の確保や

緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働き

かけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●避難所や医療拠点等から流域下水道終末処理場を結

ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路などの地震対策

を進めます。 

● ● ● ― ― ― ― 

 ●倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとと

もに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建築

物などの耐震化を促進します。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援を

します。 
● ● ● ● ● ● ● 

 ○雨に強い都市基盤の整備        
 ●隣接する自治体及び国・県との連携により、相模川、小

出川の河川改修や適正管理を進めます。 
― ― ● ― ● ― ● 

 ●浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠やポン

プ場の整備、下流側の河川の整備状況を踏まえて、市が

管理する千ノ川や駒寄川の護岸整備を進めます。また、

宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○災害情報の伝達体制の整備        
 ●市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災

行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ等の

多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めま

す。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○災害に備えた機能の整備        
 ●災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設

を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を十分

に維持できるように、必要な整備を進めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●災害による被害を軽減するため、延焼遮断帯や避難所・

避難場所などの防災上の空間の確保や機能の拡充に努

めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区

の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏まえた

計画への誘導をめざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進        
 ○復興準備に取り組む体制の構築        

 ●平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主

体が連携して復興の準備に取り組むための意識の向上、

体制づくりに努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあた

り、土地の権利関係の把握に時間を費やすことが想定さ

れるため、災害リスクが高いエリアを先行して国県及び近

隣市と連携しながら地域の骨格となる官民境界等の明

確化に努めます。 

● ● ● ● ● ● ● 
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（３）自助・共助による取り組みの促進        

 ○一人ひとりの防災意識の向上        

 ●日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動を

とれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、地域

危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらな

る周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進

します。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ○地域と取り組む防災対策        
 ●避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じ

て、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構築を

めざします。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災

害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自らの備

えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進しま

す。 

● ● ● ● ● ● ● 

 ●いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機

材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施などの地

域の防災活動を支援します。 

● ● ● ● ● ● ● 
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３．地域別の取り組み方針 

3－1 中心市街地地域の都市づくりの方向             

3-1-1 地域特性 

 

●中心市街地地域は、地区の約 40％が住宅用地、

工業・運輸用地が 20％弱、商業用地が 10％弱を

占めており、他の地域と比べると工業・運輸用地、商

業用地の割合が高い地域となっています。 

 

●茅ケ崎駅を中心に商業系用途地域となっており、その

周囲を住居系用途地域、工業系用途地域が囲む

都市形態となっています。また、行政機能が集積する

地域となっています。 

 

●鉄道では、茅ケ崎駅、北茅ケ崎駅の鉄道駅があり、

中でも茅ケ崎駅から各方面へバス路線が整備されて

いるとともに、コミュニティバス えぼし号の路線も整備

されており、公共交通の中心となっています。 

 

●年齢別人口構成は、30～40 歳代と 0～4 歳が全

市平均を上回っており、子育て世代が多く居住してい

る状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参考 将来人口の推移◆ 
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《地域を構成する主な用途地域》 
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・商業系用途地域 
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3-1-２ 地域の将来像 
 

都 心 的 機 能 を 持 っ た に ぎ わ い の あ る ま ち 

 

 

 商業地・工業地・住宅地など多様な機能が配置されたにぎわいのあるまちをめざします。 

 茅ケ崎駅周辺には、様々なニーズに対応した買い物や食事などができる商業施設を中心に、官公庁、文化

施設、医療施設、保育施設など業務・サービス機能が集積され、子育て世代をはじめとした多様な世代に配

慮された茅ヶ崎市の顔となる拠点の形成をめざします。 

 公共交通の中心である茅ケ崎駅の周辺に、誰もが歩きやすい空間を整備することで、歩いて商業施設などへ

アプローチできるまちをめざします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

◆中心市街地地域整備方針図（案）◆  
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3-1-3 都市づくりの方針 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する河川などの整備・保全をめざします。 

 住民一人ひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 茅ケ崎駅周辺については、市民生活を支える商業地として、その機能を充実するとともに多様な機能をもつ市

街地をめざします。 

 工業地域、工業専用地域については、操業環境の維持・向上を促進するとともに、土地利用の純化を図り

ながら既存の工業の保全に努めます。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○都市機能の集約の促進 

 茅ケ崎駅周辺は、都市基盤施設の整備や土地の高度利用を促進し、商業・業務・サービス機能を充実する

とともに、だれもが安心して居住することができる多様な都市機能の充実に努めます。 

また、市役所周辺については、行政機能や防災機能の拡充を進めるとともに、周辺の土地利用の現況、動

向を踏まえ、業務地としてふさわしい用途への転換を図ります。 

 

○訪れたくなる環境づくり 

 市役所庁舎跡地への広場整備や中央公園の再整備に際しては、魅力ある憩いの空間整備を進めることによ

り、人々が訪れたくなる都市拠点の形成をめざします。 

 茅ケ崎駅周辺は、建物更新にあわせて共同化（※用語説明）するなど居心地の良い空間整備を促進する

ことにより、人と人との交流や新たなまちの魅力を発見することができる拠点の形成をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な交通の基盤づくり 

○幹線道路等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路（新国道線、東海岸寒川線、中海岸寒川線）

の整備を進めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 茅ケ崎駅及び北茅ケ崎駅については、都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等のわかり

やすい情報案内を通して、気軽に外出できる環境づくりを進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、子供から高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 茅ケ崎駅及び北茅ケ崎駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化など、安

心して歩行者が通行することができる環境整備を進めるとともに、環状道路の周辺に駐車場を設置し、自動

車交通の流入を抑制することで、歩行者や自転車に対して快適な環境の形成に努めます。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

交通体系整備 
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 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

 鉄道事業者や事業所などに働きかけ、駅周辺や商業施設周辺に小規模な自転車駐車場などの設置を促

進し、自転車などの利用者の利便性向上をめざします。また、放置自転車の規制に努めます。 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 千ノ川については、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続性を高めること

で、みどりのネットワークの形成をめざします。 

 農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境学習

やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する千ノ川やまちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生活を

支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を進めます。 

 

 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 

 

 

自然環境保全・緑地整備 
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（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定を進めます。また、指

定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 景観模擬実験等により、ペデストリアンデッキからの落ち着きのある眺望の保全を進めます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 商業や行政・文化など都市機能の集積を維持するともに、エメロードや茅ヶ崎中央通りなどそれぞれの通りに

相応しい沿道景観の形成を進めます。また、行政拠点地区については、公共性の高さを維持しつつ、交流や

文化的活動が生まれる環境を創出します。 

 行政拠点地区の整備や開発行為に併せて、緑陰空間、ベンチの設置など人が集える機能を公開空地や公

共空間に創出します。 

 海岸の雰囲気を伝え、公共交通が利用しやすい駅前広場へ再整備するとともに、愛称道路沿道については、

海の雰囲気や店が作り出す界隈性のある沿道景観を形成します。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 中央公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有され

る住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 避難所や医療拠点等から流域下水道終末処理場を結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路などの地震

対策を進めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠やポンプ場の整備、下流側の河川の整備状況を踏まえて、

市が管理する千ノ川の護岸整備を進めます。また、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 災害による被害を軽減するため、延焼遮断帯や避難所・避難場所などの防災上の空間の確保や機能の拡

充に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やすことが想

定されるため、国県及び近隣市と連携しながら地籍地域の骨格となる官民境界等の明確化に努めます。 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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3－2 南東部地域の都市づくりの方向                 

3-2-1 地域特性 

 

●南東部地域は、地区の約 60％を住宅用地、公園・

ゴルフ場他が5％強、商業用地が2％強を占めており、

他の地域と比べると住宅用地の割合が高い地域とな

っています。 

 

●辻堂駅を中心に住居系用途地域となっており、地域

の南部には、海岸や砂防林、湘南海岸公園が広がっ

ています。 

 

●公共交通では、辻堂駅から各方面へバス路線が整

備されているとともに、コミュニティバス えぼし号の路線

が整備されており、公共交通中心の交通体系となっ

ています。また、道路面では、国道１３４号、柳島

小和田線（鉄砲道）、茅ヶ崎辻堂線の３路線が

東西方向に、小和田辻堂線（浜竹通り）、東海岸

寒川線（一中通り）の２路線が南北方向に走って

います。柳島小和田線（鉄砲道）の一部区間にお

いては、自転車専用レーンが整備されています。 

 

●年齢別人口構成は、40～50歳代と０～10歳代が

全市平均を上回っており、子育て世代が多く居住して

いる状況です。また、80歳代以上も全市平均と比較

して若干、上回っている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《地域を構成する主な用途地域》 

・住居系用途地域 

◆参考 将来人口の推移◆ 
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◆土地利用構成割合(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査 
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南東部地域 茅ヶ崎市
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3-2-２ 地域の将来像 
 

良 好 な 生 活 文 化 を 持 っ た 風 格 あ る 海 辺 の ま ち 

 

 

 別荘地として選ばれてきた風土を継承しながら、低層住宅を中心とした風格ある閑静な住宅のあるまちをめざ

します。 

 海岸では潮風を感じたり、街なかでは古くから残された緑地や街路樹など様々なみどりを感じたり、身近にふれ

あうみどりが充実したまちをめざします。 

 駅周辺の新しい商業やサービス機能と昔ながらの商店街が調和し、便利でにぎわいのあるまちをめざします。 

また、海辺では、のんびりとリラックスしたり、マリンレジャーなど思い思いの時間を過ごせる、にぎわいと和み空間

の創造をめざします。 

 

 

  

◆南東部地域整備方針図（案）◆ 
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3-2-3 都市づくりの方針 

 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する海岸、農地などの整備・保全をめざします。 

 住民ひとりひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持、整備をめざします。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○都市機能の集約の促進 

 辻堂駅西口周辺の都市拠点における、商業・業務・サービス機能・行政機能などの保全や向上をめざします。

（調整中） 

 

○訪れたくなる環境づくり 

 辻堂駅西口周辺は、居心地の良い空間整備を促進することにより、人と人との交流や新たなまちの魅力を発

見ができる拠点の形成をめざします。（調整中） 

 ヘッドランド周辺では、自然とのふれあいやスポーツ・レクリエーションなどを通じて、人と人との交流を育む場の形

成をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路（東海岸寒川線）の整備を進めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 辻堂駅については、都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等のわかりやすい情報案内を

通して、気軽に外出できる環境づくりを進めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の設置に向けた検討を進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 辻堂駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化など、安心して歩行者が通行

することができる環境整備を進めます。 

環状道路の整備を進めるとともに、環状道路の周辺に駐車場を設置し、自動車交通の流入を抑制すること

で、歩行者や自転車にとって快適な環境の形成に努めます。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

交通体系整備 
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 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

 鉄道事業者や事業所などに用地の提供を働きかけ、駅周辺や商業施設周辺に小規模な自転車駐車場な

どを分散して配置し、自転車などの利用者の利便性向上をめざします。また、放置自転車の規制に努めま

す。 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 海浜植物など海岸固有の生きものが生育・生息する海岸環境を保全・再生することで生物多様性を保全し

ます。また、茅ヶ崎の個性ある海岸の景観を構成し、潮風や飛砂の害を防ぐ湘南海岸砂防林を保全するため

に神奈川県と連携を図ります。 

 生産緑地などの優良農地の保全に努めるとともに、営農環境の整備、農地の利用集積に努めます。 

また、農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境

学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する海岸、農地、まちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生

活を支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を進めます。 

 

 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 

自然環境保全・緑地整備 
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（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定を進めます。また、指

定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 景観模擬実験等により、富士山やえぼし岩など魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

○歴史的史跡の保全 

 歴史的価値のある建造物の保存・活用や海岸地域の文化を体験・発信する公共空間づくりを進めます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 都市拠点、大規模な開発行為等の整備に併せて、緑陰空間、ベンチの設置など人が集える公開空地や公

共空間に創出を進めます。 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行き

たいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有され

る住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 避難所や医療拠点等から流域下水道終末処理場を結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路などの地震

対策を進めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 浸水の軽減のため、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 クラスター（延焼運命共同体）内における火災延焼をはじめとした被害を軽減するため、延焼遮断帯や避

難場所、防災上の空間を確保し、機能の整備に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を迅速に実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やす

ことが想定されるため、国、県及び近隣市と連携しながら、地籍調査（官民境界等先行調査）を進めます。 

 

 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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3－3 南西部地域の都市づくりの方向                 

3-3-1 地域特性 

 

●南西部地域は、地区の約 40％を住宅用地、公園・

ゴルフ場他が8％弱、公共・公益用地が7％を占めて

おり、他の地域と比べると公園・ゴルフ場他や公共・公

益用地の割合が高い地域となっています。 

 

●ＪＲ東海道本線南側に住居系用途地域が広がって

います。相模川河口部は市街化調整区となっており、

ゴルフ場や柳島キャンプ場などが立地しています。 

 

●交通面では、国道 134 号線、柳島小和田線（鉄

砲道）の２路線が東西方向に、東海岸寒川線

（一中通り）、茅ヶ崎停車場茅ヶ崎線（雄三通

り）、柳島寒川線（産業道路）の３路線が南北方

向に走っています。国道134号線では4車線化が完

了するとともに、さがみ縦貫道路の開通により、広域

的な交通ポテンシャルが高まる中、柳島スポーツ公園

や道の駅の整備が進められています。 

 

●年齢別人口構成は、20～30 歳代が全市平均を下

回り、4０～50 歳代が全市平均を上回っています。

また、75 歳以上も全市平均を上回っている状況で

す。 
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◆参考 将来人口の推移◆ 

実績値 予測値 

《地域を構成する主な用途地域》 

・住居系用途地域 

・市街化調整区域 

 

◆土地利用構成割合(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査 

◆年齢別人口の構成(平成 27年(2015))◆ 
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南西部地域 茅ヶ崎市
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3-3-２ 地域の将来像 
 

ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト と し て 多 様 な 交 流 を は ぐ く む 開 放 的 な ま ち 

 

 

 海や海岸、河川などの自然環境の中、近世から現在まで続く人々の営みが育んだ歴史や文化を継承し、海

を感じることができるまちをめざします。 

 新しい拠点からは、地域の文化を発信し、市内外から人々が訪れ、海辺の玄関口として新たな交流、にぎわ

いの創出をめざします。 

 生活・防災を支える公園や新しい商業、昔ながらの商店街が共存し、子どもからお年寄りに配慮した多様な

世代の暮らしができるまちをめざします。 

 

 

 

 

 

  

◆南西部地域整備方針図（案）◆ 
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3-3-3 都市づくりの方針 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する河川、海岸、農地などの整備・保全をめざします。 

 住民ひとりひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持、整備をめざします。 

 工業地域、工業専用地域については、操業環境の維持・向上を促進するとともに、土地利用の純化を図り

ながら既存の工業の保全に努めます。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○都市機能の集約の促進 

 浜見平地区は周辺地区も含め、生活の利便性向上や防災機能の向上を促進します。 

 

○訪れたくなる環境づくり 

 浜見平地区は、多様な世代がいきいきと暮らし続けられる住まい・まちづくり（ミクストコミュニティ）を意識し、

整備を促進します。 

 さがみ縦貫道など広域的な幹線道路の整備や柳島向河原地区などにおける柳島スポーツ公園、柳島キャン

プ場、道の駅の整備にあわせ、周辺の緑地や農地に配慮しながら、スポーツやレクリエーションをはじめ、来訪

者を含めた休憩の場・情報発信の場となる交流を育む拠点として、柳島海岸周辺の施設と連携した土地利

用を進めます。 

 茅ヶ崎漁港周辺は、散策できる「市民の憩いの場」とするとともに、訪れる人が楽しむことができる場として、自

然環境に負荷をかけない範囲での文化、観光、商業関連機能の適切な誘導及び環境との共生による居住

環境の形成を進めます。また、富士山をはじめとする眺望景観や海岸の砂浜の保全・修復を進めながら、浜

降祭や漁業などの地域文化を伝承し、市内外の多彩な交流を育む拠点として整備を進めます。 

 ヘッドランド周辺など海岸では、自然とのふれあいやスポーツ・レクリエーションなどを通じて、人と人との交流を育

む場の形成をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路（中海岸寒川線）の整備を進めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 浜見平地区については、都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等のわかりやすい情報案

内を通して、気軽に外出できる環境づくりを進めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の維持管理とともに設置に向けた検討を進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

 

交通体系整備 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 樹林や農地、公園・緑地などのみどりと一体的に連続した小出川や千ノ川のみどりのネットワークを形成するた

めに、市民・事業者・行政の協働による取り組みをめざします。 

 海浜植物など海岸固有の生きものが生育・生息する海岸環境を保全・再生することで生物多様性を保全し

ます。また、茅ヶ崎の個性ある海岸の景観を構成し、潮風や飛砂の害を防ぐ湘南海岸砂防林を保全するため

に神奈川県と連携を図ります。 

 生産緑地、農業振興地域内の優良農地の保全に努めるとともに、営農環境の整備、農地の利用集積に努

めます。 

また、農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境

学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する小出川や千ノ川やまちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊か

な生活を支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を進めます。 

 生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付けられた柳島を

生態系ネットワークの核として保全することをめざします。 

 

 

 

 

自然環境保全・緑地整備 
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（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 
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（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定を進めます。また、指

定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 景観模擬実験等により、富士山やえぼし岩など魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

○歴史的史跡の保全 

 歴史的価値のある建造物の保存・活用や浜見平地区や道の駅などの新たな拠点づくりに併せて、海岸地域

の文化を体感・発信する公共空間づくりを進めます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 浜見平地区や道の駅などの新たな拠点づくりに併せて、海岸地域の文化を体感・発信する公共空間づくりや

人が集える公開空地や公共空間の創出を進めます。 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行き

たいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて進めます。 

 

 

 

 

 

 

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有され

る住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 避難所や医療拠点等から流域下水道終末処理場を結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路などの地震

対策を進めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 隣接する自治体及び国・県との連携により、相模川、小出川の河川改修や適正管理を進めます。 

 浸水の軽減のため、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 クラスター（延焼運命共同体）内における火災延焼をはじめとした被害を軽減するため、延焼遮断帯や避

難場所、防災上の空間を確保し、機能の整備に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を迅速に実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やす

ことが想定されるため、国、県及び近隣市と連携しながら、地籍調査（官民境界等先行調査）を進めます。 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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3－4 北東部地域の都市づくりの方向                 

3-4-1 地域特性 

 

●北東部地域は、地区の38％弱を住宅用地、農地が

13％弱、公園・ゴルフ場他が１０％強、山林が

７％弱を占めており、他の地域と比べると農地や山

林、公園・ゴルフ場他の割合が高い地域となっていま

す。 

 

●本市を代表する農地や緑地が、地域北部の市街化

調整区域内に広がっています。地域の南部は住居系

地域が広がり、辻堂駅西口周辺は近隣商業地域と

なっており、大規模商業施設が立地しています。 

 

●交通面では、国道１号線が東西方向に、辻堂赤羽

根線（小和田通り）と東海岸寒川線が南北方向に

走っています。 

 

●年齢別人口構成は、0歳～44歳までが全市平均を

上回っており、子育て世代を含め、若い年齢層の割

合が高い構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

《地域を構成する主な用途地域》 

・住居系用途地域 

・工業系用途地域 

・市街化調整区域 

◆参考 将来人口の推移◆ 

実績値 予測値 

43,152 43,697 43,780 43,536 43,011 42,431
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人

口

（
人

）

◆土地利用構成割合(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査 

◆年齢別人口の構成(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 27年国勢調査 
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北東部地域 茅ヶ崎市
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3-4-２ 地域の将来像 
 

自 然 環 境 と 良 好 な 住 宅 地 が 共 生 す る ま ち 

 

 

 生態系ネットワークの核となる北部丘陵の自然環境や斜面緑地、農地、河川などみどりのネットワークを形成

することでみどりを感じるまちをめざします。 

 豊かな自然環境や農地を活かし、自然とのふれあいや農業・レクリエーションなどを通して、地域の人々が豊か

に暮らせる、ゆとりと潤いのある、自然環境と良好な住宅地が共生するまちをめざします。 

 辻堂駅西口周辺は、隣接する藤沢市と連携し、商業施設とともに、業務・サービス機能を向上させ、子育て

世代をはじめとした多様な世代に配慮された拠点を形成することで、生活しやすい環境をめざします。 

 

 

 

 

 

 

  

◆北東部地域整備方針図（案）◆ 
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3-4-3 都市づくりの方針 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、農地などの整備・保全をめざします。 

 住民ひとりひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持、整備をめざします。 

 工業地域、工業専用地域については、操業環境の維持・向上を促進するとともに、土地利用の純化を図り

ながら既存の工業の保全に努めます。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○都市機能の集約の促進 

 辻堂駅西口周辺の都市拠点における、商業・業務・サービス機能・行政機能などの保全や向上をめざします。

（調整中） 

 

○訪れたくなる環境づくり 

 辻堂駅西口周辺は、居心地の良い空間及び交通基盤などの整備を促進することにより、活力とにぎわいを創

出する都市拠点にふさわしい適切な土地利用となるよう検討します。（調整中） 

 赤羽根周辺の豊かな自然環境や地域内の農地などでは、自然とのふれあいや農業・レクリエーションなどを通

じて、人と人との交流を育む場の形成をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 辻堂駅については、都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等のわかりやすい情報案内を

通して、気軽に外出できる環境づくりを進めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の設置に向けた検討を進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 辻堂駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化など、安心して歩行者が通行

することができる環境整備を進めます。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

 鉄道事業者や事業所などに用地の提供を働きかけ、駅周辺や商業施設周辺に小規模な自転車駐車場な

どを分散して配置し、自転車などの利用者の利便性向上をめざします。また、放置自転車の規制に努めま

す。 

交通体系整備 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 千ノ川については、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続性を高めること

で、みどりのネットワークの形成をめざします。 

 市街化区域縁辺部の農地、生産緑地、農業振興地域内の優良農地の保全に努めるとともに、営農環境の

整備、農地の利用集積に努めます。 

また、農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境

学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵や千ノ川、農地やまちのみどりは、快適な都市環境と健

康的で豊かな生活を支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を進めます。 

 生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付けられた赤羽根

十三図と長谷を生態系ネットワークの核として保全することをめざします。また、景観が優れているとともに、生き

ものの生息・生育環境となっている赤羽根斜面林の保全をめざします。 

 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 

自然環境保全・緑地整備 



－115－ 

 

 

 

 

（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定を進めます。また、指

定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 景観模擬実験等により、魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 「辻堂駅西口周辺まちづくり基本計画」の進捗に併せて、特別景観まちづくり地区の指定拡大を進めます。 

また、駅周辺の開発に伴い、人々が集える公共空間や公開空地を創出を進めます。 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行き

たいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有され

る住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 浸水の軽減のため、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 クラスター（延焼運命共同体）内における火災延焼をはじめとした被害を軽減するため、延焼遮断帯や避

難場所、防災上の空間を確保し、機能の整備に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やすことが想

定されるため、国県及び近隣市と連携しながら地域の骨格となる官民境界等の明確化に努めます。 

 

 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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3－5 北西部地域の都市づくりの方向                 

3-5-1 地域特性 

 

●北西部地域は、地区の 36％強を住宅用地、20％

強を農地、7％弱を工業・運輸用地が占めており、他

の地域と比べると農地や工業・運輸用地の割合が高

い地域となっています。 

 

●住居系地域が広がる中に生産緑地をはじめとする農

地が点在し、北部の市街化調整区域には田畑があり、

田園環境が残る住宅地となっています。 

 

●さがみ縦貫道路のインターチェンジ周辺では、産業系

土地利用の導入が進められています。 

 

●交通面では、国道１号が東西方面に、丸子中山茅

ヶ崎線と柳島寒川線（産業道路）が南北方向に走

っています。 

 

●年齢別人口構成は、0歳～44歳までが全市平均を

上回っており、子育て世代を含め、若い年齢層の割

合が高い構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

《地域を構成する主な用途地域》 

・住居系用途地域 

・工業系用途地域 

・市街化調整区域 
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資料：平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査 

◆年齢別人口の構成(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 27年国勢調査 
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3-5-２ 地域の将来像 
 

川 と 杜 を と り こ ん だ 良 好 な ま ち 

 

 

 農地や河川、住宅地、活力ある産業等の地域の豊かな資源を活かしながら、安心して快適に暮らし、働き続

けられるまちをめざします。 

 うるおいのある田園環境や人々が身近にふれあうみどりの中で、農業・レクリエーションなどを通し、地域における

人と人とがふれあいながら、いきいきと暮らせるまちをめざします。 

 

  
◆北西部地域整備方針図（案）◆ 
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3-5-3 都市づくりの方針 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する河川、農地などの整備・保全をめざします。 

 住民ひとりひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持、整備をめざします。 

 さがみ縦貫道など広域的な幹線道路の整備により新たな交通・物流が創出された萩園字上ノ前地区は、イ

ンターチェンジ付近の土地のポテンシャルを活かし、産業系への土地利用転換を図り、企業の誘致を促進しま

す。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○都市機能の集約の促進 

 （仮称）西久保新駅周辺は、相模線の新駅整備の具体化にあわせ、香川駅周辺や茅ケ崎駅周辺との機

能分担にも配慮し、新たな土地利用や都市機能の導入を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路（中海岸寒川線）の整備を進めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の維持管理とともに設置に向けた検討を進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 相模線については、寒川町倉見地区に誘致を進めている東海道新幹線新駅や、同地区と平塚市大神地

区で一体的に進めるツインシティ構想と連携し、香川駅における車両の行き違いができる施設の設置を検討

するとともに、相模線の複線化及び（仮称）西久保新駅の設置などを鉄道事業者に働きかけます。 

 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

 

交通体系整備 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 小出川、千ノ川、相模川については、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの

連続性を高めることで、みどりのネットワークの形成をめざします。 

 市街化区域縁辺部の農地、生産緑地、農業振興地域内の優良農地の保全に努めるとともに、営農環境の

整備、農地の利用集積に努めます。 

また、農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境

学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する小出川、農地やまちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな

生活を支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を進めます。 

 生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付けられた平太夫

新田を生態系ネットワークの核として、河川管理者である国や市民団体と連携した保全をめざします。 

 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 

自然環境保全・緑地整備 
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（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定を進めます。また、指

定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 景観模擬実験等により、富士山など魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 都市拠点、大規模な開発行為等の整備に併せて、緑陰空間、ベンチの設置など人が集える公開空地や公

共空間に創出を進めます。 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行き

たいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて進めます。 

 

 

 

 

 

 

  

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有され

る住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 隣接する自治体及び国・県との連携により、相模川、小出川の河川改修や適正管理を進めます。 

 浸水の軽減のため、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 クラスター（延焼運命共同体）内における火災延焼をはじめとした被害を軽減するため、延焼遮断帯や避

難場所、防災上の空間を確保し、機能の整備に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やすことが想

定されるため、国県及び近隣市と連携しながら地域の骨格となる官民境界等の明確化に努めます。 

 

 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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3－6 北部中央地域の都市づくりの方向                 

3-6-1 地域特性 

 

●北部中央地域は、地区の 49％弱を住宅用地、農

地が 6％強、公園・ゴルフ場他が 6％弱、商業用地

が 5%を占めており、他の地域と比べると住宅用地や

商業用地の割合が高い地域となっています。 

 

●住居系地域が広がる中に生産緑地をはじめとする農

地が点在し、田園環境が残る住宅地となっています。 

 

●鉄道では、相模線が地域の南北を縦断し、香川駅、

北茅ケ崎駅があり、市民の大事な足となっています。

道路では、藤沢大磯線が東西方向に、東海岸寒川

線が南北方向に走っています。 

 

 

●年齢別人口構成は、0歳～59歳までがほぼ全市平

均を下回っており、60 歳以上で全市平均を上回、

高齢者の割合が高い構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《地域を構成する主な用途地域》 

・住居系用途地域 

・商業系用途地域 
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◆参考 将来人口の推移◆ 
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◆土地利用構成割合(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査 
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3-6-２ 地域の将来像 
 

み ど り と 共 生 し た 都 市 機 能 を 持 つ ま ち 

 

 

 農地やみどりの保全を図り、みどりと共生する住宅地の形成をめざします。 

 香川駅周辺は、市民の日常の暮らしや、様々な交流を支える、商業・業務・サービス機能などの機能充実を

めざします。 

 香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡への玄関口としての機能整備とともに、地区の魅力を発信し、活

力の創出をめざします。 

 

 

 

 

 

  

◆北部中央地域整備方針図（案）◆  
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3-6-3 都市づくりの方針 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、河川、農地などの整備・保全をめざします。 

 住民ひとりひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持、整備をめざします。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○都市機能の集約の促進 

 香川駅周辺については、市民との協働によるまちづくりを継続的に展開しながら、駅周辺の交通基盤の整備

や都市機能の導入を段階的に進めます。 

 （仮称）西久保駅周辺は、相模線の新駅整備の具体化にあわせ、香川駅周辺や茅ケ崎駅周辺との機能

分担にも配慮し、新たな土地利用や都市機能の導入を検討します。 

 

○訪れたくなる環境づくり 

 香川駅周辺は、居心地の良い空間整備に努め、人と人との交流や新たなまちの魅力を発見ができる拠点の

形成をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路（新国道線）の整備を進めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 香川駅については、都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等のわかりやすい情報案内を

通して、気軽に外出できる環境づくりを進めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の維持管理とともに設置に向けた検討を進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 相模線については、寒川町倉見地区に誘致を進めている東海道新幹線新駅や、同地区と平塚市大神地

区で一体的に進めるツインシティ構想と連携し、香川駅における車両の行き違いができる施設の設置を検討

するとともに、相模線の複線化及び（仮称）西久保新駅の設置などを鉄道事業者に働きかけます。 

 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 香川駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化など、安心して歩行者が通行

することができる環境整備を進めます。 

交通体系整備 
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 また、環状道路の整備を進めるとともに、環状道路の周辺に駐車場を設置し、自動車交通の流入を抑制す

ることで、歩行者や自転車に対して快適な環境の形成に努め、もっと歩きやすくなるためのまちづくりを進めま

す。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

 鉄道事業者や事業所などに用地の提供を働きかけ、駅周辺や商業施設周辺に小規模な自転車駐車場な

どを分散して配置し、自転車などの利用者の利便性向上をめざします。また、放置自転車の規制に努めま

す。 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 駒寄川、千ノ川については、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続性を

高めることで、みどりのネットワークの形成をめざします。 

 市街化区域縁辺部の農地、生産緑地をはじめとする優良農地の保全に努めるとともに、営農環境の整備、

農地の利用集積に努めます。 

また、農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境

学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、駒寄川や千ノ川、農地やまちのみどりは、快適な都市

環境と健康的で豊かな生活を支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を

進めます。 

 

 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 

自然環境保全・緑地整備 
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（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指定を進めます。また、指

定にあたっては、保全だけでなく、資源の活用も定めて指定します。 

 景観模擬実験等により、魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 「香川駅まちづくり基本計画」に基づく整備や下寺尾官衙遺跡群の保存事業の進捗を踏まえ、特別景観ま

ちづくり地区に指定し、建築物等の誘導を進めます。また、緑陰空間、ベンチの設置など人が集える公開空地

や公共空間に創出を進めます。 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行き

たいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡を回遊できる環境を整備するとともに、地区の魅力を発信する取

組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有

される住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠やポンプ場の整備、下流側の河川の整備状況を踏まえて、

市が管理する千ノ川や駒寄川の護岸整備を進めます。また、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 クラスター（延焼運命共同体）内における火災延焼をはじめとした被害を軽減するため、延焼遮断帯や避

難場所、防災上の空間を確保し、機能の整備に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やすことが想

定されるため、国県及び近隣市と連携しながら地域の骨格となる官民境界等の明確化に努めます。 

 

 

 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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３－7 北部丘陵地域の都市づくりの方向                 

３-7-1 地域特性 

 

●北部丘陵地域は、地区の 27％弱を農地、17％強

を山林、住宅用地が 15％弱、公園・ゴルフ場他が

11％強を占めており、他の地域と比べると農地や山

林などの自然的土地利用割合が高い地域となってい

ます。 

 

●地域の大半が市街化調整区域となっており、豊かな

自然環境、田園環境が広がっています。県立茅ヶ崎

里山公園や、ゴルフ場、大学などが立地しています。 

 

●茅ケ崎駅や、市外の湘南台駅などから大学、北部丘

陵方面へバス路線が整備されています。道路では、

藤沢平塚線、藤沢寒川線が東西方向に、遠藤茅ヶ

崎線、亀井野二本松線、滝ノ沢堤線が南北方向に

走っています。 

 

●年齢別人口構成は、0歳～59歳までが全市平均を

下回っている一方、60歳以上が全市平均を上回り、

高齢者の割合が高い構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《地域を構成する主な用途地域》 

・住居系用途地域 

・市街化調整区域 

◆参考 将来人口の推移◆ 

実績値 予測値 

10,726 10,429 10,017 9,538 9,060 8,667
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◆土地利用構成割合(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 29年度茅ヶ崎市都市計画基礎調査 

◆年齢別人口の構成(平成 27年(2015))◆ 

資料：平成 27年国勢調査 
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３-7-２ 地域の将来像 
 

ニ ュ ー ラ イ フ ＆ カ ル チ ャ ー を 支 援 す る み ど り 豊 か な 湘 南 の 里 

 

 

 里山や田園の美しい風景、豊かな自然環境を保全し、“こころの豊かさ”を感じられる湘南の里をめざします。 

 大地の歴史を伝える史跡などの歴史・文化資源や、里山の豊かな自然を活用した学びなど、さまざまな体験

を通じて、新たな交流が生まれるまちをめざします。 

 

 

 

  

◆北部丘陵地域整備方針図（案）◆  
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３-7-3 都市づくりの方針 

 

 

（１）地域特性を生かしたまちづくり 

○地域に根ざした文化を生かしたまちづくり 

 本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、河川、農地などの整備・保全をめざします。 

 住民ひとりひとりがまちづくりの主体となり、都市計画制度を活用し、快適な住環境の維持・向上をめざしま

す。 

 住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業地の維持、整備をめざします。 

 工場や大規模施設などの跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の変化や地域特

性に応じた適正な土地利用を誘導します。 

 

 

（２）足を運びたくなる拠点の形成 

○訪れたくなる環境づくり 

 下寺尾遺跡群や（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館周辺については、地域に特徴を与えている歴史・文化

資源を保全するとともに、その資源の活用を進めていきます。 

 県立茅ケ崎里山公園周辺は、自然と身近にふれあうことができる交流の拠点として、整備の推進を県に要請

するとともに、周辺道路の整備を進めます。 

 地域内に点在する交流拠点では、北部丘陵の豊かな自然環境とのふれあいやスポーツ・レクリエーション、さら

には、歴史・文化とのふれあいなどを通じて、人と人との交流を育む場の形成をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり 

○道路網等の整備と維持管理 

 周辺市町との連絡や、自動車専用道路と連携し、本市へ出入りできる道路の整備をめざします。 

 各地域と主要な施設を結ぶ道路の整備により、これらの道路に囲まれた区域の通過交通車両を抑制し、区

域内の環境を良好に保全することに努めます。 

 幹線道路等を補完する市が管理する道路の整備に努めます。 

 市が管理する道路、橋りょうの長寿命化を進めるとともに、交通量が多く歩道のない道路については、優先的

に歩道の整備を進めます。 

 

 

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成 

○乗合交通の利便性向上 

 交通事業者や近隣市町等と連携し、環境面への配慮やユニバーサルデザインの視点を踏まえ、だれもが利用

のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。 

 乗合交通の利用が困難な地域においては、移動が必要な人を相互に助け合う地域活動等を支援することに

よって、乗合交通のネットワークの補完に努めます。 

 バス停でのサイクルアンドバスライド用の自転車駐車場の維持管理とともに設置に向けた検討を進めます。 

 

○鉄道の輸送力増強 

 東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京・新宿へ結ぶ路線の利便性の確保についてさら

に鉄道事業者に働きかけます。 

 

 

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成 

○乗合交通に関する取り組み 

 PRや利用促進キャンペーンなどを通じて、こどもから高齢者まで皆から愛される公共交通をめざします。 

 

○歩行者空間・自転車利用環境の整備 

 歩道のバリアフリー化、ベンチ等の休憩施設の配置など歩行者が利用しやすく、歩きたくなる歩行者空間の整

備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続性のある歩行者空間の形成に努めます。 

 「ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備や自転車の有効活用、利用促進を図り、風を感

じ、暮らしを楽しめる環境整備に努めます。 

 交通事故の起きないまちをめざして、歩行者・自転車利用者などにとって安全な道づくりや、警察などと連携を

とりながら、信号機設置や交通規制、ルール啓発など安全対策を進めます。 

  

交通体系整備 
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実 

○身近なみどり 

 公園や市街地の樹林、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出することで、みどりとのふれあいの機会の

提供やみどりの多様な機能を発揮させ、豊かな生活を送ることができるまちづくりを進めます。また、みどりの保

全・再生・創出における生物多様性への配慮をめざします。 

 

○立地ごとのみどり 

 駒寄川については、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続性を高めること

で、みどりのネットワークの形成をめざします。 

 農業振興地域内の優良農地の保全に努めるとともに、営農環境の整備、農地の利用集積に努めます。 

また、農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災、生きものの生息・生育空間、景観形成、環境

学習やレクリエーションの場などの多面的な機能を持つ農地の保全に寄与する取り組みを進めます。 

 

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどり 

 みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田などの保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や

市街地の樹林等の保全を進めます。 

 

○歴史と文化が息づくみどりの保全・再生・創出 

 本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地のおもかげを残すマツの林な

どの保全・再生に努めるとともに、歴史と文化が息づき、みどりを活用した人々の憩いの場の創出をめざします。 

 

 

（２）生きものが生育・生息するみどりの確保 

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成 

 本地区の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵、駒寄川や小出川、農地やまちのみどりは、快適な都市

環境と健康的で豊かな生活を支える重要なものであり、将来にわたり、持続性あるみどりとして保全・再生を

進めます。 

 生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付けられた清水谷

や柳谷、行谷を生態系ネットワークの核として、特別緑地保全地区の指定などによる保全めざします。 

 

 

（３）みどりと人々が出会う協働のしくみづくり 

○多様な主体との連携 

 自然環境や公共施設など、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と人が出会う機会

の創出をめざします。 

 市民・事業者・行政の協働により、緑化推進のための情報提供や支援策の充実に努め、みどりと人々が出会

う市民参加のしくみをつくりの構築をめざします。 

 みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成のしくみの構築や、事業者や学校等教育機関での

みどりや生物多様性に関する取り組みを進めるための環境教育の場の創出をめざします。 

自然環境保全・緑地整備 
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（１）景観資源と眺望を守り、継承する 

○景観資源の保全と活用 

 自然、下寺尾・堤地区に残る史跡、公共施設、祭事など景観形成上重要な資源について景観資源への指

定を進めます。また、指定にあたっては、保全だけでなく、歴史を学び、楽しめる空間づくりなど資源の活用も定

めて指定します。 

 景観模擬実験等により、魅力ある眺望の保全を進めます。 

 

○歴史的史跡の保全 

 下寺尾・堤地区に残る歴史的資源を保全するとともに、歴史を学び、楽しめる空間づくりを進めていきます。ま

た、遺産を活用した新たな活動を展開し、北部の文化的価値を高め、市内外に魅力を発信していきます。 

 遺産を活用した新たな活動を展開し、北部の文化的価値を高め、市内外に魅力を発信していきます。 

 

 

（２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

○魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 道路や公共建築など公共施設にあたっては、景観計画に基づき、施設で行う活動等に併せて、 人々が行き

たいと感じる施設づくりを進めます。 

 

 

（３）茅ヶ崎の魅力・価値を体感できる機会を創出する 

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備 

 茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制誘導を進めます。 

 特別景観まちづくり地区など景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告

物の形態を誘導します。 

 茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅

ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことのできるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進

めます。 

 

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築 

 香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡を回遊できる環境を整備するとともに、地区の魅力を発信する取

組を進めます。 

 

 

 

 

 

都市景観形成 
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（１）快適な住環境の形成 

○良好な住環境の形成 

 高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備をめざします。 

 まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校などの公共施設の活用により、

人々の交流の場づくりをめざします。 

 

○空き家・空き地等への施策推進 

 空き家等や空き地等の発生予防および、適切な管理、空き家等及び除却した空き家等に係る跡地の利活

用を進めます。 

 

○都市基盤整備の推進継続 

 道路・下水道・公園・ごみ処理場等の都市基盤の整備、維持管理を引き続き推進していくとともに、だれもが

快適に活動できるよう公共施設や歩道のバリアフリー化に努めます。 

 狭あい道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅な

どの排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するととも

に、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。 

 日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を防ぎ、下水道サービスを

常に確保するため、老朽化した下水道施設（管路やポンプ場など）の計画的な改築に努めます。 

 公園については、長寿命化計画により、公園施設の維持管理を推進します。 

 

 

（２）安心して住み続けられる住環境の形成 

○地域の見守りの推進 

 犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審者を警戒する地域

住民による見守りを促進します。 

 

○セーフティネットの構築 

 高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る情報が共有され

る住まいと暮らしのセーフティネットの構築をめざします。 

 

○住宅改善と良質な住宅供給の促進 

 大規模地震に備え、住宅の耐震化・不燃化などに関して必要な支援や制度の導入を促進します。 

 個別の建築物については、耐震化・不燃化・バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久性・省エネル

ギー・形態意匠等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。 

 

 

住環境整備 
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（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり 

○地震に強い都市基盤の整備 

 災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、市内の道路、橋りょうについて長寿命化を進め

ます。 

 災害時の被害の軽減や、被災後の迅速な復旧や物資供給など、重要な役割を果たす緊急輸送路を補完

する道路、避難路の整備を進めます。 

 狭あい道路については、災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的

に働きかけ、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。 

 倒壊の危険性が高い公共建築物の耐震化を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多くの人が利用する建

築物などの耐震化を促進します。 

 ブロック塀の倒壊による避難路の遮断を防ぐための支援をします。 

 

○雨に強い都市基盤の整備 

 隣接する自治体及び国・県との連携により、小出川の河川改修や適正管理を進めます。 

 浸水の軽減のため、（仮称）歴史文化交流館の整備と併せ、下流側の河川の整備状況を踏まえながら市

が管理する駒寄川の護岸整備を進めます。また、宅地内雨水の流出抑制を促進します。 

 

○災害情報の伝達体制の整備 

 市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線、防災ラジオ、電子メール、ホームページ

等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。 

 

○災害に備えた機能の整備 

 災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災害時にその機能を

十分に維持できるように、必要な整備を進めます。 

 災害による被害を軽減するため、延焼遮断帯や避難所・避難場所などの防災上の空間の確保や機能の拡

充に努めます。 

 大規模な開発や土地利用転換などに際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への防災効果を踏

まえた計画への誘導をめざします。 

 

 

（２）被災後の復興に向けた取り組みの推進 

○復興準備に取り組む体制の構築 

 平常時から市民、事業者、各種団体、学校、市等の主体が連携して復興の準備に取り組むための意識の

向上、体制づくりに努めます。 

 大規模な災害後、復旧・復興事業を実施していくにあたり、土地の権利関係の把握に時間を費やすことが想

定されるため、国県及び近隣市と連携しながら地域の骨格となる官民境界等の明確化に努めます。 

 

都市防災 
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（３）自助・共助による取り組みの促進 

○一人ひとりの防災意識の向上 

 日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化等のハザードマップ、

地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知を図り、市民一人ひとりの防災意識の

向上を促進します。 

 

○地域と取り組む防災対策 

 避難所打ち合わせ会や地区防災訓練等の機会を通じて、円滑な避難所の立ち上げや運営を行う体制の構

築をめざします。 

 茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動要支援者の自

らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。 

 いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防災訓練の実施な

どの地域の防災活動を支援します。 
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第 6章 推進方策と進行管理                                           

1．協働によるまちづくり推進 

 限られた財源の中で効果的・効率的に将来都市像に向けたまちづくりを行うため、やらなくてはならない政策

を「茅ヶ崎の強み(価値・魅力)」を高める “茅ヶ崎の魅力” フィルター（市民の思い）を通して精査し、より

効果的・効率的な政策を行うことにより柔軟なまちづくりを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

政策等

(やらなければならない事)

魅

力 D

精査した政策等

(茅ヶ崎の価値、魅力を高める取り組み)

現状維持A政策 C政策

D政策

一部修正

拡大

「茅ヶ崎の魅力」
フィルターにて精査！

（市民の思い）
B政策

E政策

Ａ EＣ
Ｂ D

縮小

廃止 新規

Ａ
B

C E

F

※今後、検討のうえ記載 
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2．進行管理と実行性を高める仕組 

 これまでは、人口の増加や成長・拡大が前提となる時代背景の中で、将来の都市像はある程度、予測が

可能でした。しかし、現在、人口減少・高齢化が進展する中で、今後の都市づくりの方向性について、将来

的な状況を見通すことが難しくなっています。 

 こうした状況下で、「ちがさき都市マスタープラン」を進行管理し、実行性を高めていくためには、本市の都市

の状況を示すデータについて、経年で収集・分析し、客観的に評価していくことが重要となります。 

 

 

【進行管理方法の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【進行管理のタイミングと方法（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねらい】 

 

 

 

 

●ソフト・ハード両面からの進行管理の実施 

●効果的で分かりやすい指標の設定 

●財源とリンクした進行管理（実施計画策定ごとに見直し精査） 

「客観的・物理的」⇒ハード 

「感じ方、気持ち、印象、体感」⇒ソフト 

 

●毎年、実施計画の検証をベースとする定型的な施策の進捗管理を実施 

●また、数年ごとに以下の検証を実施し、都市計画審議会に報告を実施 

ハード⇒５年ごとに実施する都市計画基礎調査 

ソフト⇒３年ごとに実施（まちぢから協議会へのヒアリング等） 

●施策の検証を踏まえて、必要に応じてまちぢから協議会との協働事業を検討 

※以下は実施する内容案 

A ７地域ごとに、まちぢから協議会などとまち歩き＋ワークショップ 

B A で出された課題などの中からテーマを絞って市民討議会を開催 

A や B の中で、「自分たちが取り組むことができること、取り組んだほうが良いこと」

などを話し合ってもらう 

・実施計画策定前に実施し、実施計画策定に反映させる 

・将来都市像の実現度を市民と一緒に考えて確認することで 

⇒まちづくりに興味を持つ市民が増える 

⇒自分たちもまちづくりに参加できる、参加したいという意識が向上 

⇒協働まちづくりの推進 

※今後、検討のうえ記載 



 

 


